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(57)【要約】
　回転フライス工具（２０）は、工具ホルダ（２２、１ 
２２）と、工具ホルダ（２２、１２２）に解放可能に取 
り付けられるフライス・ヘッド（２４）と、を有する。 
フライス・ヘッド（２４）は、角度を付けて離間し外周 
に配設される複数の切れ刃（３２）を有し、切れ刃（３ 
２）は、有効切れ刃（３８）を形成する。フライス・ヘ 
ッド（２４）は、ヘッド前面（２６）及びヘッド後面（ 
２８）に開口するヘッド貫通凹部（４４）を有する。凹 
部（４４）は、調心領域（５２）と被駆動領域（５４） 
とを含み、被駆動領域（５４）は、調心領域（５２）の 
軸方向前方であり、調心領域（５２）とは同一ではない 
。被駆動領域（５４）は、回転方向（Ｒ）の反対に面す 
る少なくとも１つの被駆動面（５８）を備える。調心領 
域（５２）は、少なくとも１つの径方向内向き径方向調 
心面（６２）を備え、少なくとも１つの径方向内向き径 
方向調心面（６２）は、少なくとも１つの被駆動面（５ 
８）の軸方向後方に位置し、少なくとも１つの被駆動面 
（５８）から径方向外側にある。有効切れ刃（３８）の 
２つの対向する末端（３８ａ、３８ｂ）は、２つの平行 

審査請求　未請求　予備審査請求　未請求　（全26頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
反 対 の 前 方 向 （ Ｄ Ｆ ） 及 び 後 方 向 （ Ｄ Ｒ ） を 画 定 す る ヘ ッ ド 中 心 軸 （ Ｂ ） を 有 す る フ ラ イ  
ス ・ ヘ ッ ド （ ２ ４ ） で あ っ て 、 前 記 フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド （ ２ ４ ） は 、 前 記 ヘ ッ ド 中 心 軸 （ Ｂ  
） 回 り に 回 転 方 向 （ Ｒ ） で 回 転 可 能 で あ り 、 前 記 フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド （ ２ ４ ） は 、
対 向 す る ヘ ッ ド 前 面 （ ２ ６ ） 及 び ヘ ッ ド 後 面 （ ２ ８ ） 、 並 び に 前 記 ヘ ッ ド 前 面 （ ２ ６ ） と  
前 記 ヘ ッ ド 後 面 （ ２ ８ ） と の 間 に 延 在 し 、 前 記 ヘ ッ ド 中 心 軸 （ Ｂ ） 回 り に 円 周 方 向 に 延 在  
す る ヘ ッ ド 外 周 面 （ ３ ０ ） と 、
角 度 を 付 け て 離 間 し 、 外 周 に 配 設 さ れ る 複 数 の 切 れ 刃 （ ３ ２ ） で あ っ て 、 前 記 ヘ ッ ド 中 心  
軸 （ Ｂ ） を 含 む ヘ ッ ド 軸 方 向 半 平 面 に お け る 前 記 切 れ 刃 （ ３ ２ ） の 回 転 軌 跡 は 、 有 効 切 れ  
刃 （ ３ ８ ） を 画 定 し 、 前 記 有 効 切 れ 刃 （ ３ ８ ） は 、 軸 方 向 に 離 間 し 対 向 す る 切 れ 刃 先 端 （  
３ ８ ａ 、 ３ ８ ｂ ） を 有 し 、 前 記 切 れ 刃 先 端 （ ３ ８ ａ 、 ３ ８ ｂ ） は 、 軸 方 向 で 測 定 さ れ る 有  
効 切 れ 刃 長 さ （ Ｌ ） を 画 定 し 、 各 前 記 切 れ 刃 （ ３ ２ ） は 、 前 方 回 転 す る す く い 面 （ ３ ４ ）  
と 後 方 回 転 す る 逃 げ 面 （ ３ ６ ） と の 交 線 に 形 成 さ れ 、 前 記 フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド （ ２ ４ ） と 一  
体 に 形 成 さ れ 、 前 記 フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド （ ２ ４ ） と 単 一 の 一 体 化 構 造 を 有 す る 、 切 れ 刃 （ ３  
２ ） と 、
前 記 ヘ ッ ド 中 心 軸 （ Ｂ ） に 沿 っ て 延 在 し 、 前 記 ヘ ッ ド 前 面 （ ２ ６ ） 及 び 前 記 ヘ ッ ド 後 面 （  
２ ８ ） に 開 口 す る ヘ ッ ド 貫 通 凹 部 （ ４ ４ ） と 、 を 備 え 、
前 記 ヘ ッ ド 貫 通 凹 部 （ ４ ４ ） は 、 凹 部 外 周 面 （ ４ ６ ） に よ っ て 画 定 さ れ 、 調 心 領 域 （ ５ ２  
） と 被 駆 動 領 域 （ ５ ４ ） と を 備 え 、
前 記 被 駆 動 領 域 （ ５ ４ ） は 、 前 記 調 心 領 域 （ ５ ２ ） の 軸 方 向 前 方 で あ り 、 前 記 調 心 領 域 （  
５ ２ ） と は 同 一 で は な く 、
前 記 凹 部 外 周 面 （ ４ ６ ） は 、 前 記 被 駆 動 領 域 （ ５ ４ ） に お い て 、 前 記 回 転 方 向 （ Ｒ ） の 反  
対 側 に 面 す る 少 な く と も １ つ の 被 駆 動 面 （ ５ ８ ） を 備 え 、
前 記 凹 部 外 周 面 （ ４ ６ ） は 、 前 記 調 心 領 域 （ ５ ２ ） に お い て 、 少 な く と も １ つ の 径 方 向 内  
向 き 径 方 向 調 心 面 （ ６ ２ ） を 備 え 、
前 記 少 な く と も １ つ の 径 方 向 内 向 き 径 方 向 調 心 面 （ ６ ２ ） は 、 前 記 少 な く と も １ つ の 被 駆  
動 面 （ ５ ８ ） の 軸 方 向 後 方 に 位 置 し 、 前 記 少 な く と も １ つ の 被 駆 動 面 （ ５ ８ ） か ら 径 方 向  
外 側 に あ り 、
前 記 有 効 切 れ 刃 （ ３ ８ ） の 前 記 ２ つ の 対 向 す る 末 端 （ ３ ８ ａ 、 ３ ８ ｂ ） は 、 ２ つ の 平 行 な  
ヘ ッ ド 前 平 面 （ Ｐ Ｆ ） 及 び ヘ ッ ド 後 平 面 （ Ｐ Ｒ ） の そ れ ぞ れ を 画 定 し 、 前 記 ヘ ッ ド 前 平 面  
（ Ｐ Ｆ ） 及 び 前 記 ヘ ッ ド 後 平 面 （ Ｐ Ｒ ） は 、 前 記 ヘ ッ ド 中 心 軸 （ Ｂ ） に 直 交 し て 向 け ら れ  
、 前 記 有 効 切 れ 刃 長 さ （ Ｌ ） だ け 離 間 し 、
前 記 少 な く と も １ つ の 被 駆 動 面 （ ５ ８ ） 及 び 前 記 少 な く と も １ つ の 径 方 向 調 心 面 （ ６ ２ ）  
の 両 方 は 、 前 記 ヘ ッ ド 前 平 面 （ Ｐ Ｆ ） と 前 記 ヘ ッ ド 後 平 面 （ Ｐ Ｒ ） と の 間 に 配 設 さ れ る 、  
フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド （ ２ ４ ） 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド （ ２ ４ ） は 、
角 度 を 付 け て 離 間 し 径 方 向 外 側 に 延 在 す る 複 数 の 切 削 部 分 （ ４ ０ ） で あ っ て 、 各 前 記 切 れ  
刃 （ ３ ２ ） は 、 そ れ ぞ れ の 切 削 部 分 （ ４ ０ ） に 位 置 す る 、 複 数 の 切 削 部 分 （ ４ ０ ） と 、
角 度 を 付 け て 離 間 す る 複 数 の チ ッ プ 溝 （ ４ ２ ） で あ っ て 、 前 記 ヘ ッ ド 外 周 面 （ ３ ０ ） に 沿  
っ て 前 記 複 数 の 切 削 部 分 （ ４ ０ ） と 円 周 方 向 に 交 互 で あ る 複 数 の チ ッ プ 溝 （ ４ ２ ） と 、 を  
備 え 、
各 前 記 チ ッ プ 溝 （ ４ ２ ） は 、 前 記 ヘ ッ ド 前 面 （ ２ ６ ） 及 び 前 記 ヘ ッ ド 後 面 （ ２ ８ ） の 少 な  
く と も １ つ に 開 口 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド （ ２ ４ ） 。
【 請 求 項 ３ 】
各 前 記 チ ッ プ 溝 （ ４ ２ ） は 、 前 記 ヘ ッ ド 前 面 （ ２ ６ ） 及 び 前 記 ヘ ッ ド 後 面 （ ２ ８ ） の 両 方  
に 開 口 す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド （ ２ ４ ） 。
【 請 求 項 ４ 】
各 前 記 切 れ 刃 （ ３ ２ ） は 、 前 記 ヘ ッ ド 前 面 （ ２ ６ ） か ら 前 記 ヘ ッ ド 後 面 （ ２ ８ ） ま で 前 記  
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ヘ ッ ド 外 周 面 （ ３ ０ ） に わ た り 延 在 す る 、 請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の フ ラ イ ス ・  
ヘ ッ ド （ ２ ４ ） 。
【 請 求 項 ５ 】
各 前 記 切 れ 刃 （ ３ ２ ） は 、 前 記 ヘ ッ ド 外 周 面 （ ３ ０ ） に わ た り 連 続 的 に 延 在 す る 、 請 求 項  
１ ～ ４ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド （ ２ ４ ） 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 調 心 領 域 （ ５ ２ ） は 、 前 記 ヘ ッ ド 後 面 （ ２ ８ ） に 隣 接 す る 、 請 求 項 １ ～ ５ の 何 れ か 一  
項 に 記 載 の フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド （ ２ ４ ） 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 少 な く と も １ つ の 径 方 向 調 心 面 （ ６ ２ ） は 、 前 記 ヘ ッ ド 中 心 軸 （ Ｂ ） と 整 合 す る 軸 を  
有 す る 仮 想 調 心 円 筒 体 （ Ｃ Ｃ ） の 内 面 に あ る 、 請 求 項 １ ～ ６ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の フ ラ イ  
ス ・ ヘ ッ ド （ ２ ４ ） 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 凹 部 外 周 面 （ ４ ６ ） は 、 前 記 調 心 領 域 （ ５ ２ ） に お い て 、 前 記 凹 部 外 周 面 （ ４ ６ ） の  
円 周 方 向 範 囲 全 体 に 沿 っ て 延 在 す る 厳 密 に １ つ の 径 方 向 調 心 面 （ ６ ２ ） を 備 え る 、 請 求 項  
１ ～ ７ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド （ ２ ４ ） 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 凹 部 外 周 面 （ ４ ６ ） は 、 前 記 少 な く と も １ つ の 被 駆 動 面 （ ５ ８ ） と 前 記 少 な く と も １  
つ の 径 方 向 調 心 面 （ ６ ２ ） と の 間 で 軸 方 向 に 位 置 す る 少 な く と も １ つ の 後 向 き 軸 方 向 支 承  
面 （ ６ ４ ） を 備 え る 、 請 求 項 １ ～ ８ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド （ ２ ４ ） 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 少 な く と も １ つ の 軸 方 向 支 承 面 （ ６ ４ ） は 、 前 記 少 な く と も １ つ の 被 駆 動 面 （ ５ ８ ）  
と 前 記 少 な く と も １ つ の 径 方 向 調 心 面 （ ６ ２ ） と の 間 で 径 方 向 に 位 置 す る 、 請 求 項 ９ に 記  
載 の フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド （ ２ ４ ） 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 少 な く と も １ つ の 軸 方 向 支 承 面 （ ６ ４ ） は 、 平 坦 で あ り 、 前 記 ヘ ッ ド 中 心 軸 （ Ｂ ） に  
直 交 し て 向 け ら れ る 、 請 求 項 ９ 又 は １ ０ に 記 載 の フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド （ ２ ４ ） 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 凹 部 外 周 面 （ ４ ６ ） は 、 前 記 凹 部 外 周 面 （ ４ ６ ） の 円 周 方 向 範 囲 全 体 に 沿 っ て 延 在 す  
る 厳 密 に １ つ の 軸 方 向 支 承 面 （ ６ ４ ） を 備 え る 、 請 求 項 ９ ～ １ １ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の フ  
ラ イ ス ・ ヘ ッ ド （ ２ ４ ） 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 後 方 向 （ Ｄ Ｒ ） に お い て 、 前 記 ヘ ッ ド 後 平 面 （ Ｐ Ｒ ） を 越 え て 延 在 す る 前 記 フ ラ イ ス  
・ ヘ ッ ド （ ２ ４ ） の 部 分 は な い 、 請 求 項 １ ～ １ ２ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド  
（ ２ ４ ） 。
【 請 求 項 １ ４ 】
前 記 前 方 向 （ Ｄ Ｆ ） に お い て 、 前 記 ヘ ッ ド 前 平 面 （ Ｐ Ｆ ） を 越 え て 延 在 す る 前 記 フ ラ イ ス  
・ ヘ ッ ド （ ２ ４ ） の 部 分 は な い 、 請 求 項 １ ～ １ ３ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド  
（ ２ ４ ） 。
【 請 求 項 １ ５ 】
前 記 凹 部 外 周 面 （ ４ ６ ） は 、 前 記 被 駆 動 領 域 （ ５ ４ ） に お い て 、 径 方 向 内 側 に 突 出 す る 少  
な く と も １ つ の 被 駆 動 歯 （ ６ ０ ） を 備 え 、
前 記 少 な く と も １ つ の 被 駆 動 面 （ ５ ８ ） の そ れ ぞ れ は 、 そ れ ぞ れ の 被 駆 動 歯 （ ６ ０ ） 上 に  
位 置 す る 、 請 求 項 １ ～ １ ４ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 切 削 ヘ ッ ド （ ２ ４ ） 。
【 請 求 項 １ ６ 】
前 記 少 な く と も １ つ の 被 駆 動 歯 （ ６ ０ ） は 、 全 て の 被 駆 動 歯 軸 方 向 半 平 面 （ Ｈ Ｐ １ ） 回 り  
に 鏡 面 非 対 称 で あ り 、
前 記 被 駆 動 歯 軸 方 向 半 平 面 （ Ｈ Ｐ １ ） は 、 前 記 ヘ ッ ド 中 心 軸 （ Ｂ ） を 含 み 、 前 記 少 な く と  
も １ つ の 被 駆 動 歯 （ ６ ０ ） に 交 差 す る 、 請 求 項 １ ５ に 記 載 の フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド （ ２ ４ ） 。
【 請 求 項 １ ７ 】
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前 記 凹 部 外 周 面 （ ４ ６ ） は 、 前 記 被 駆 動 領 域 （ ５ ４ ） に お い て 、 前 記 ヘ ッ ド 中 心 軸 （ Ｂ ）  
回 り に 角 度 を 付 け て 配 設 さ れ る 複 数 の 被 駆 動 歯 （ ６ ０ ） を 備 え る 、 請 求 項 １ ５ 又 は １ ６ に  
記 載 の フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド （ ２ ４ ） 。
【 請 求 項 １ ８ 】
前 記 凹 部 外 周 面 （ ４ ６ ） は 、 前 記 被 駆 動 領 域 （ ５ ４ ） に お い て 、 整 数 Ｎ 個 の 被 駆 動 歯 （ ６  
０ ） を 備 え 、
前 記 フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド （ ２ ４ ） は 、 前 記 ヘ ッ ド 中 心 軸 （ Ｂ ） 回 り に Ｎ 回 の 回 転 対 称 を 呈 す  
る 、 請 求 項 １ ～ １ ７ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド （ ２ ４ ） 。
【 請 求 項 １ ９ 】
前 記 凹 部 外 周 面 （ ４ ６ ） は 、 前 記 少 な く と も １ つ の 被 駆 動 面 （ ５ ８ ） の 軸 方 向 前 方 に 位 置  
す る 少 な く と も １ つ の 前 向 き 締 付 け 面 （ ６ ６ ） を 備 え る 、 請 求 項 １ ～ １ ８ の 何 れ か 一 項 に  
記 載 の フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド （ ２ ４ ） 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
前 記 締 付 け 面 （ ６ ６ ） は 、 前 記 少 な く と も １ つ の 被 駆 動 面 （ ５ ８ ） か ら 径 方 向 外 側 に 位 置  
す る 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド （ ２ ４ ） 。
【 請 求 項 ２ １ 】
前 記 ヘ ッ ド 貫 通 凹 部 （ ４ ４ ） は 、 締 結 ヘ ッ ド 受 入 れ 領 域 （ ５ ６ ） を 備 え 、
前 記 締 結 ヘ ッ ド 受 入 れ 領 域 （ ５ ６ ） は 、 前 記 被 駆 動 領 域 （ ５ ４ ） の 軸 方 向 前 方 で あ り 、 前  
記 被 駆 動 領 域 （ ５ ４ ） と 同 一 で は な い 、 請 求 項 １ ～ ２ ０ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の フ ラ イ ス ・  
ヘ ッ ド （ ２ ４ ） 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
前 記 締 結 ヘ ッ ド 受 入 れ 領 域 （ ５ ６ ） は 、 前 記 ヘ ッ ド 前 面 （ ２ ６ ） に 隣 接 す る 、 請 求 項 ２ １  
に 記 載 の フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド （ ２ ４ ） 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
前 記 フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド （ ２ ４ ） の 軸 方 向 図 に お い て 、 前 記 フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド （ ２ ４ ） は 、  
前 記 複 数 の 切 れ 刃 （ ３ ２ ） に よ っ て 画 定 さ れ る ヘ ッ ド 外 接 円 （ Ｃ Ｃ Ｃ ） と 、 前 記 凹 部 外 周  
面 （ ４ ６ ） の 径 方 向 最 内 部 分 に よ っ て 画 定 さ れ る ヘ ッ ド 内 接 円 （ Ｉ Ｃ ） と 、 を 有 し 、
前 記 ヘ ッ ド 外 接 円 （ Ｃ Ｃ Ｃ ） は 、 ヘ ッ ド 外 接 円 直 径 （ Ｃ Ｃ Ｄ ） を 有 し 、 前 記 ヘ ッ ド 内 接 円  
（ Ｉ Ｃ ） は 、 ヘ ッ ド 内 接 円 直 径 （ Ｉ Ｃ Ｄ ） を 有 し 、
前 記 ヘ ッ ド 内 接 円 直 径 （ Ｉ Ｃ Ｄ ） は 、 前 記 ヘ ッ ド 外 接 円 直 径 （ Ｃ Ｃ Ｄ ） の ３ 分 の １ よ り も  
大 き い 、 請 求 項 １ ～ ２ ２ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド （ ２ ４ ） 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
請 求 項 １ ～ ２ ３ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド （ ２ ４ ） と 、
ホ ル ダ 中 心 軸 （ Ｃ ） を 有 す る 工 具 ホ ル ダ （ ２ ２ 、 １ ２ ２ ） と 、 を 備 え 、
前 記 ホ ル ダ 中 心 軸 （ Ｃ ） は 、 反 対 の 前 方 向 （ Ｄ Ｆ ） 及 び 後 方 向 （ Ｄ Ｒ ） を 画 定 し 、
前 記 工 具 ホ ル ダ （ ２ ２ 、 １ ２ ２ ） は 、 回 転 方 向 （ Ｒ ） で 回 転 可 能 で あ り 、
前 記 工 具 ホ ル ダ （ ２ ２ 、 １ ２ ２ ） は 、
前 記 ホ ル ダ 中 心 軸 （ Ｃ ） 回 り で 円 周 方 向 に 延 在 す る シ ャ ン ク 外 周 面 （ ７ ２ ） を 備 え る シ ャ  
ン ク 部 分 （ ７ ０ ） と 、
前 記 シ ャ ン ク 部 分 （ ７ ０ ） の 前 端 に 配 設 さ れ た 結 合 部 分 （ ７ ４ ） と 、 を 備 え 、
前 記 結 合 部 分 （ ７ ４ ） は 、
前 記 ホ ル ダ 中 心 軸 （ Ｃ ） 回 り で 円 周 方 向 に 延 在 す る 整 合 外 周 面 （ ８ ０ ） に 境 界 を 接 す る 前  
向 き 整 合 前 面 （ ７ ８ ） を 備 え る 整 合 部 分 （ ７ ６ ） と 、
駆 動 部 分 （ ８ ４ ） と 、 を 備 え 、
前 記 駆 動 部 分 （ ８ ４ ） は 、 前 記 整 合 前 面 （ ７ ８ ） か ら 前 方 に 突 出 し 、 前 記 ホ ル ダ 中 心 軸 （  
Ｃ ） 回 り で 円 周 方 向 に 延 在 す る 駆 動 外 周 面 （ ８ ８ ） に 境 界 を 接 す る 前 向 き 駆 動 前 面 （ ８ ６  
） を 備 え 、
前 記 駆 動 外 周 面 （ ８ ８ ） は 、 前 記 回 転 方 向 （ Ｒ ） に 面 す る 少 な く と も １ つ の 駆 動 面 （ ９ ０  
） を 備 え 、
前 記 整 合 外 周 面 （ ８ ０ ） は 、 少 な く と も １ つ の 径 方 向 外 向 き 径 方 向 整 合 面 （ ９ ４ ） を 備 え  
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、
前 記 少 な く と も １ つ の 径 方 向 外 向 き 径 方 向 整 合 面 （ ９ ４ ） は 、 前 記 少 な く と も １ つ の 駆 動  
面 （ ９ ０ ） の 軸 方 向 後 方 に 位 置 し 、 前 記 少 な く と も １ つ の 駆 動 面 （ ９ ０ ） か ら 径 方 向 外 側  
に あ り 、
前 記 フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド （ ２ ４ ） は 、 前 記 工 具 ホ ル ダ （ ２ ２ 、 １ ２ ２ ） に 解 放 可 能 に 取 り 付  
け ら れ る 、
回 転 フ ラ イ ス 工 具 （ ２ ０ ） 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
前 記 フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド （ ２ ４ ） の 前 記 少 な く と も １ つ の 被 駆 動 面 （ ５ ８ ） は 、 前 記 結 合 部  
分 （ ７ ４ ） の 少 な く と も １ つ の 駆 動 面 （ ９ ０ ） に 当 接 し 、
前 記 フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド （ ２ ４ ） の 前 記 少 な く と も １ つ の 径 方 向 調 心 面 （ ６ ２ ） は 、 前 記 結  
合 部 分 （ ７ ４ ） の 少 な く と も １ つ の 径 方 向 整 合 面 （ ９ ４ ） に 当 接 す る 、 請 求 項 ２ ４ に 記 載  
の 回 転 フ ラ イ ス 工 具 （ ２ ０ ） 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
前 記 フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド （ ２ ４ ） 上 に 、 前 記 凹 部 外 周 面 （ ４ ６ ） は 、 前 記 少 な く と も １ つ の  
被 駆 動 面 （ ５ ８ ） と 前 記 少 な く と も １ つ の 径 方 向 調 心 面 （ ６ ２ ） と の 間 で 軸 方 向 に 位 置 す  
る 少 な く と も １ つ の 後 向 き 軸 方 向 支 承 面 （ ６ ４ ） を 備 え 、
前 記 結 合 部 分 （ ７ ４ ） 上 に 、 前 記 整 合 前 面 （ ７ ８ ） は 、 前 記 少 な く と も １ つ の 駆 動 面 （ ９  
０ ） と 前 記 少 な く と も １ つ の 径 方 向 整 合 面 （ ９ ４ ） と の 間 で 軸 方 向 に 位 置 す る 少 な く と も  
１ つ の 前 向 き 軸 方 向 支 持 面 （ ９ ６ ） を 備 え 、
前 記 少 な く と も １ つ の 軸 方 向 支 承 面 （ ６ ４ ） は 、 前 記 少 な く と も １ つ の 軸 方 向 支 持 面 （ ９  
６ ） に 当 接 す る 、 請 求 項 ２ ５ に 記 載 の 回 転 フ ラ イ ス 工 具 （ ２ ０ ） 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
前 記 工 具 ホ ル ダ （ ２ ２ 、 １ ２ ２ ） は 、 穴 出 口 開 口 （ ９ ８ ａ ） に お い て 前 記 駆 動 前 面 （ ８ ６  
） に 開 口 す る 雌 ね じ 穴 （ ９ ８ ） を 備 え 、
前 記 フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド （ ２ ４ ） は 、 締 結 部 材 （ ６ ８ ） に よ っ て 前 記 工 具 ホ ル ダ （ ２ ２ 、 １  
２ ２ ） に 解 放 可 能 に 締 め 付 け ら れ 、
前 記 締 結 部 材 （ ６ ８ ） は 、 前 記 ヘ ッ ド 貫 通 凹 部 （ ４ ４ ） 内 に 配 置 さ れ 、 前 記 雌 ね じ 穴 （ ９  
８ ） と 係 合 す る 、 請 求 項 ２ ４ ～ ２ ６ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 回 転 フ ラ イ ス 工 具 （ ２ ０ ） 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
前 記 凹 部 外 周 面 （ ４ ６ ） は 、 前 記 少 な く と も １ つ の 被 駆 動 面 （ ５ ８ ） の 軸 方 向 前 方 に 位 置  
す る 少 な く と も １ つ の 前 向 き 締 付 け 面 （ ６ ６ ） を 備 え 、
前 記 締 結 部 材 （ ６ ８ ） は 、 締 結 ヘ ッ ド （ １ ０ ０ ） を 備 え 、
前 記 締 結 ヘ ッ ド （ １ ０ ０ ） は 、 前 記 少 な く と も １ つ の 締 付 け 面 （ ６ ６ ） に お い て 前 記 フ ラ  
イ ス ・ ヘ ッ ド （ ２ ４ ） を 締 め 付 け 当 接 す る 、 請 求 項 ２ ７ に 記 載 の 回 転 フ ラ イ ス 工 具 （ ２ ０  
） 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
前 記 締 結 部 材 （ ６ ８ ） は 、 単 一 の 一 体 化 構 造 を 有 す る 、 一 体 に 形 成 さ れ た 保 持 ね じ （ １ ０  
８ ） で あ る 、 請 求 項 ２ ７ 又 は ２ ８ に 記 載 の 回 転 フ ラ イ ス 工 具 （ ２ ０ ） 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
前 記 締 結 部 材 （ ６ ８ ） は 、 前 記 前 方 向 （ Ｄ Ｆ ） に お い て 前 記 ヘ ッ ド 前 平 面 （ Ｐ Ｆ ） を 越 え  
て 延 在 し な い 、 請 求 項 ２ ７ ～ ２ ９ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の 回 転 フ ラ イ ス 工 具 （ ２ ０ ） 。
【 請 求 項 ３ １ 】
雄 ね じ 部 （ １ ０ ４ ） は 、 前 記 雄 ね じ 部 （ １ ０ ４ ） が 非 連 続 的 で あ る よ う に 、 前 記 雄 ね じ 部  
（ １ ０ ４ ） の 両 端 か ら 延 在 す る 少 な く と も １ つ の 非 ね じ 切 り 部 分 （ １ ０ ６ ） を 備 え 、
前 記 雌 ね じ 穴 （ ９ ８ ） は 、 穴 後 方 入 口 開 口 （ ９ ８ ｂ ） を 有 す る 貫 通 穴 で あ り 、
前 記 穴 後 方 入 口 開 口 （ ９ ８ ｂ ） は 、 前 記 少 な く と も １ つ の 非 ね じ 切 り 部 分 （ １ ０ ６ ） を 介  
し て 前 記 穴 出 口 開 口 （ ９ ８ ａ ） と 流 体 連 通 す る 、 請 求 項 ２ ７ ～ ３ ０ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の  
回 転 フ ラ イ ス 工 具 （ ２ ０ ） 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
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【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 出 願 の 主 題 は 、 複 数 の 外 周 に 配 設 し た 切 れ 刃 と 共 に 一 体 に 形 成 し た フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド を  
有 す る 回 転 フ ラ イ ス 工 具 に 関 し 、 よ り 詳 細 に は 、 そ の よ う な フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド に 関 し 、 フ  
ラ イ ス ・ ヘ ッ ド は 、 工 具 ホ ル ダ か ら ト ル ク を 伝 達 す る 少 な く と も １ つ の 被 駆 動 面 と 、 フ ラ  
イ ス ・ ヘ ッ ド と 前 記 工 具 ホ ル ダ と を 径 方 向 で 整 合 す る 少 な く と も １ つ の 径 方 向 調 心 面 と 、  
を 有 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
回 転 フ ラ イ ス 工 具 は 、 締 結 部 材 、 例 え ば 保 持 ね じ に よ っ て 、 工 具 ホ ル ダ に 解 放 可 能 に 締 め  
付 け ら れ る フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド を 含 む こ と が で き る 。 フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド は 、 外 周 に 配 設 さ れ  
る 複 数 の 切 れ 刃 を 有 す る こ と が で き る 。 切 れ 刃 は 、 フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド と 一 体 に 形 成 す る こ  
と が で き る 。 組 立 て 中 、 フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド は 、 工 具 ホ ル ダ 及 び フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド の そ れ ぞ  
れ に 位 置 す る 径 方 向 整 合 面 及 び 調 心 面 を 介 し て 、 工 具 ホ ル ダ 上 で 径 方 向 に 調 心 す る こ と が  
で き る （ 即 ち 、 フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド 及 び 工 具 ホ ル ダ は 同 軸 と な る ） 。 更 に 、 切 削 動 作 中 、 ト  
ル ク は 、 工 具 ホ ル ダ 及 び フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド の そ れ ぞ れ に 位 置 す る 駆 動 面 及 び 被 駆 動 面 を 介  
し て 、 工 具 ホ ル ダ か ら フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド に 伝 達 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
様 々 な そ の よ う な 切 削 工 具 及 び フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド は 、 米 国 特 許 第 ６ ， ４ ３ １ ， ７ ９ ９ 号 明  
細 書 、 米 国 特 許 第 ６ ， ５ ７ １ ， ４ ５ １ 号 明 細 書 、 米 国 特 許 第 ８ ， ４ ６ ８ ， ９ １ ８ 号 明 細 書  
、 米 国 特 許 第 ９ ， ７ ５ １ ， １ ３ ８ 号 明 細 書 、 米 国 特 許 出 願 公 開 第 ２ ０ ０ ７ ／ ０ ０ ８ １ ８ ７  
３ 号 明 細 書 、 米 国 特 許 出 願 公 開 第 ２ ０ １ ８ ／ ０ ３ １ ８ ９ ４ １ 号 明 細 書 及 び 国 際 公 開 第 ２ ０  
１ ０ ／ ０ ２ １ ４ ８ ７ 号 に 開 示 さ れ て い る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
本 出 願 の 主 題 の 第 １ の 態 様 に よ れ ば 、 反 対 の 前 方 向 及 び 後 方 向 を 画 定 す る ヘ ッ ド 中 心 軸 を  
有 す る フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド を 提 供 し 、 フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド は 、 あ る 回 転 方 向 で ヘ ッ ド 中 心 軸 回  
り に 回 転 可 能 で あ り 、
フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド は 、
対 向 す る ヘ ッ ド 前 面 及 び ヘ ッ ド 後 面 、 並 び に ヘ ッ ド 前 面 と ヘ ッ ド 後 面 と の 間 に 延 在 し 、 ヘ  
ッ ド 中 心 軸 回 り に 円 周 方 向 に 延 在 す る ヘ ッ ド 外 周 面 と 、
角 度 を 付 け て 離 間 し 、 外 周 に 配 設 さ れ る 複 数 の 切 れ 刃 で あ っ て 、 ヘ ッ ド 中 心 軸 を 含 む 軸 方  
向 半 平 面 に お け る 切 れ 刃 の 回 転 軌 跡 は 、 ヘ ッ ド 中 心 軸 回 り に 有 効 切 れ 刃 を 画 定 し 、 有 効 切  
れ 刃 は 、 軸 方 向 に 離 間 し 対 向 す る 切 れ 刃 先 端 を 有 し 、 切 れ 刃 先 端 は 、 軸 方 向 で 測 定 さ れ る  
有 効 切 れ 刃 長 さ を 画 定 し 、 各 切 れ 刃 は 、 前 方 回 転 す る す く い 面 と 後 方 回 転 す る 逃 げ 面 と の  
交 線 に 形 成 さ れ 、 フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド と 一 体 に 形 成 さ れ 、 フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド と 単 一 の 一 体 化  
構 造 を 有 す る 、 切 れ 刃 と 、
ヘ ッ ド 中 心 軸 に 沿 っ て 延 在 し 、 ヘ ッ ド 前 面 及 び ヘ ッ ド 後 面 に 開 口 す る ヘ ッ ド 貫 通 凹 部 と 、  
を 備 え 、
ヘ ッ ド 貫 通 凹 部 は 、 凹 部 外 周 面 に よ っ て 画 定 さ れ 、 調 心 領 域 と 被 駆 動 領 域 と を 備 え 、
被 駆 動 領 域 は 、 調 心 領 域 の 軸 方 向 前 方 で あ り 、 調 心 領 域 と は 同 一 で は な く 、
凹 部 外 周 面 は 、 被 駆 動 領 域 に お い て 、 回 転 方 向 の 反 対 に 面 す る 少 な く と も １ つ の 被 駆 動 面  
を 備 え 、
凹 部 外 周 面 は 、 調 心 領 域 に お い て 、 少 な く と も １ つ の 径 方 向 内 向 き 径 方 向 調 心 面 を 備 え 、
少 な く と も １ つ の 径 方 向 内 向 き 径 方 向 調 心 面 は 、 少 な く と も １ つ の 被 駆 動 面 の 軸 方 向 後 方  
に 位 置 し 、 少 な く と も １ つ の 被 駆 動 面 か ら 径 方 向 外 側 に あ り 、
有 効 切 れ 刃 の ２ つ の 対 向 す る 末 端 は 、 ２ つ の 平 行 な ヘ ッ ド 前 平 面 及 び ヘ ッ ド 後 平 面 の そ れ  
ぞ れ を 画 定 し 、
ヘ ッ ド 前 平 面 及 び ヘ ッ ド 後 平 面 は 、 ヘ ッ ド 中 心 軸 に 直 交 し て 向 け ら れ 、 有 効 切 れ 刃 長 さ だ  
け 離 間 し 、
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少 な く と も １ つ の 被 駆 動 面 及 び 少 な く と も １ つ の 径 方 向 調 心 面 の 両 方 は 、 ヘ ッ ド 前 平 面 と  
ヘ ッ ド 後 平 面 と の 間 に 配 設 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 出 願 の 主 題 の 第 ２ の 態 様 に よ れ ば 、 回 転 フ ラ イ ス 工 具 を 提 供 し 、
回 転 フ ラ イ ス 工 具 は 、
上 記 し た 種 類 の フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド と 、
ホ ル ダ 中 心 軸 を 有 す る 工 具 ホ ル ダ と 、 を 備 え 、
ホ ル ダ 中 心 軸 は 、 反 対 の 前 方 向 及 び 後 方 向 を 画 定 し 、
工 具 ホ ル ダ は 、 ホ ル ダ 中 心 軸 回 り に 回 転 方 向 で 回 転 可 能 で あ り 、
工 具 ホ ル ダ は 、
ホ ル ダ 中 心 軸 回 り で 円 周 方 向 に 延 在 す る シ ャ ン ク 外 周 面 を 備 え る シ ャ ン ク 部 分 と 、
シ ャ ン ク 部 分 の 前 端 に 配 設 さ れ た 結 合 部 分 と 、 を 備 え 、
結 合 部 分 は 、
ホ ル ダ 中 心 軸 回 り で 円 周 方 向 に 延 在 す る 整 合 外 周 面 に 境 界 を 接 す る 前 向 き 整 合 前 面 を 備 え  
る 整 合 部 分 と 、
駆 動 部 分 と 、 を 備 え 、
駆 動 部 分 は 、 整 合 前 面 か ら 前 方 に 突 出 し 、 ホ ル ダ 中 心 軸 回 り で 円 周 方 向 に 延 在 す る 駆 動 外  
周 面 に 境 界 を 接 す る 前 向 き 駆 動 前 面 を 備 え 、
駆 動 外 周 面 は 、 回 転 方 向 に 面 す る 少 な く と も １ つ の 駆 動 面 を 備 え 、
整 合 外 周 面 は 、 少 な く と も １ つ の 径 方 向 外 向 き 径 方 向 整 合 面 を 備 え 、
少 な く と も １ つ の 径 方 向 外 向 き 径 方 向 整 合 面 は 、 少 な く と も １ つ の 駆 動 面 の 軸 方 向 後 方 に  
位 置 し 、 少 な く と も １ つ の 駆 動 面 か ら 径 方 向 外 側 に あ り 、
フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド は 、 工 具 ホ ル ダ に 解 放 可 能 に 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
上 記 は 概 要 で あ り 、 以 下 で 説 明 す る 特 徴 は 、 あ ら ゆ る 組 合 せ で 本 出 願 の 主 題 に 適 用 可 能 で  
あ り 、 例 え ば 、 以 下 の 特 徴 の い ず れ か は 、 フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド 及 び 回 転 フ ラ イ ス 工 具 に 適 用  
可 能 で あ り 得 る こ と を 理 解 さ れ た い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド は 、
角 度 を 付 け て 離 間 し 、 径 方 向 外 側 に 延 在 す る 複 数 の 切 削 部 分 で あ っ て 、 各 切 れ 刃 は 、 そ れ  
ぞ れ の 切 削 部 分 に 位 置 す る 、 複 数 の 切 削 部 分 と 、
角 度 を 付 け て 離 間 し 、 ヘ ッ ド 外 周 面 に 沿 っ て 複 数 の 切 削 部 分 と 円 周 方 向 に 交 互 で あ る 複 数  
の チ ッ プ 溝 と 、 を 備 え 、
各 チ ッ プ 溝 は 、 ヘ ッ ド 前 面 及 び ヘ ッ ド 後 面 の 少 な く と も １ つ に 開 口 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
各 チ ッ プ 溝 は 、 ヘ ッ ド 前 面 及 び ヘ ッ ド 後 面 の 両 方 に 開 口 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
各 切 れ 刃 は 、 ヘ ッ ド 前 面 か ら ヘ ッ ド 後 面 ま で ヘ ッ ド 外 周 面 に わ た り 延 在 す る こ と が で き る  
。
【 ０ ０ １ ０ 】
各 切 れ 刃 は 、 ヘ ッ ド 外 周 面 に わ た り 連 続 的 に 延 在 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
調 心 領 域 は 、 ヘ ッ ド 後 面 に 隣 接 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
少 な く と も １ つ の 径 方 向 調 心 面 は 、 ヘ ッ ド 中 心 軸 と 整 合 す る 軸 を 有 す る 仮 想 調 心 円 筒 体 の  
内 面 に あ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
凹 部 外 周 面 は 、 調 心 領 域 に お い て 、 厳 密 に １ つ の 径 方 向 調 心 面 を 含 む こ と が で き 、 径 方 向  
調 心 面 は 、 凹 部 外 周 面 の 円 周 方 向 範 囲 全 体 に 沿 っ て 延 在 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
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凹 部 外 周 面 は 、 少 な く と も １ つ の 被 駆 動 面 と 少 な く と も １ つ の 径 方 向 調 心 面 と の 間 で 軸 方  
向 に 位 置 す る 少 な く と も １ つ の 後 向 き 軸 方 向 支 承 面 を 備 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
少 な く と も １ つ の 軸 方 向 支 承 面 は 、 少 な く と も １ つ の 被 駆 動 面 と 少 な く と も １ つ の 径 方 向  
調 心 面 と の 間 で 径 方 向 に 位 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
少 な く と も １ つ の 軸 方 向 支 承 面 は 、 平 坦 で あ り 、 ヘ ッ ド 中 心 軸 に 直 交 し て 向 け る こ と が で  
き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
凹 部 外 周 面 は 、 厳 密 に １ つ の 軸 方 向 支 承 面 を 備 え る こ と が で き 、 軸 方 向 支 承 面 は 、 凹 部 外  
周 面 の 円 周 方 向 範 囲 全 体 に 沿 っ て 延 在 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
後 方 向 に お い て 、 ヘ ッ ド 後 平 面 を 越 え て 延 在 す る フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド の 部 分 は な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
前 方 向 に お い て 、 ヘ ッ ド 前 平 面 を 越 え て 延 在 す る フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド の 部 分 は な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
凹 部 外 周 面 は 、 被 駆 動 領 域 に お い て 、 径 方 向 内 側 に 突 出 す る 少 な く と も １ つ の 被 駆 動 歯 を  
備 え る こ と が で き る 。 少 な く と も １ つ の 被 駆 動 面 の そ れ ぞ れ は 、 そ れ ぞ れ の 被 駆 動 歯 上 に  
位 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
少 な く と も １ つ の 被 駆 動 歯 は 、 全 て の 被 駆 動 歯 軸 方 向 半 平 面 回 り に 鏡 面 非 対 称 と す る こ と  
が で き 、 被 駆 動 歯 軸 方 向 半 平 面 は 、 ヘ ッ ド 中 心 軸 を 含 み 、 前 記 少 な く と も １ つ の 被 駆 動 歯  
に 交 差 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
凹 部 外 周 面 は 、 被 駆 動 領 域 に お い て 、 ヘ ッ ド 中 心 軸 回 り に 角 度 を 付 け て 配 設 さ れ る 複 数 の  
被 駆 動 歯 を 備 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
凹 部 外 周 面 は 、 被 駆 動 領 域 に お い て 、 Ｎ 個 の 被 駆 動 歯 を 備 え る こ と が で き 、 Ｎ は 正 の 整 数  
で あ る 。 フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド は 、 ヘ ッ ド 中 心 軸 回 り に Ｎ 回 の 回 転 対 称 を 呈 す る こ と が で き る  
。
【 ０ ０ ２ ４ 】
凹 部 外 周 面 は 、 少 な く と も １ つ の 被 駆 動 面 の 軸 方 向 前 方 に 位 置 す る 少 な く と も １ つ の 前 向  
き 締 付 け 面 を 備 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
締 付 け 面 は 、 少 な く と も １ つ の 被 駆 動 面 か ら 径 方 向 外 側 に 位 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ヘ ッ ド 貫 通 凹 部 は 、 締 結 ヘ ッ ド 受 入 れ 領 域 を 備 え る こ と が で き 、 締 結 ヘ ッ ド 受 入 れ 領 域 は  
、 被 駆 動 領 域 の 軸 方 向 前 方 で あ り 、 被 駆 動 領 域 と は 同 一 で は な い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
締 結 ヘ ッ ド 受 入 れ 領 域 は 、 ヘ ッ ド 前 面 に 隣 接 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド の 軸 方 向 図 に お い て 、 フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド は 、 複 数 の 切 れ 刃 に よ っ て 画 定  
さ れ る ヘ ッ ド 外 接 円 と 、 凹 部 外 周 面 の 径 方 向 最 内 部 分 に よ っ て 画 定 さ れ る ヘ ッ ド 内 接 円 と  
、 を 有 す る 。 ヘ ッ ド 外 接 円 は 、 ヘ ッ ド 外 接 円 直 径 を 有 し 、 ヘ ッ ド 内 接 円 は 、 ヘ ッ ド 内 接 円  
直 径 を 有 す る 。 ヘ ッ ド 内 接 円 直 径 は 、 ヘ ッ ド 外 接 円 直 径 の ３ 分 の １ よ り 大 き く て よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
整 合 前 面 は 、 少 な く と も １ つ の 駆 動 面 と 少 な く と も １ つ の 径 方 向 整 合 面 と の 間 で 軸 方 向 に  
位 置 す る 少 な く と も １ つ の 前 向 き 軸 方 向 支 持 面 を 備 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
工 具 ホ ル ダ は 、 穴 出 口 開 口 に お い て 駆 動 前 面 に 開 口 す る 雌 ね じ 穴 を 備 え る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ３ １ 】
フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド の 少 な く と も １ つ の 被 駆 動 面 は 、 結 合 部 分 の 少 な く と も １ つ の 駆 動 面 に  
当 接 す る こ と が で き る 。 フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド の 少 な く と も １ つ の 径 方 向 調 心 面 は 、 結 合 部 分  
の 少 な く と も １ つ の 径 方 向 整 合 面 に 当 接 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド 上 に 、 凹 部 外 周 面 は 、 少 な く と も １ つ の 被 駆 動 面 と 少 な く と も １ つ の 径  
方 向 調 心 面 と の 間 で 軸 方 向 に 位 置 す る 少 な く と も １ つ の 後 向 き 軸 方 向 支 承 面 を 備 え る こ と  
が で き る 。 結 合 部 分 上 に 、 整 合 前 面 は 、 少 な く と も １ つ の 駆 動 面 と 少 な く と も １ つ の 径 方  
向 整 合 面 と の 間 で 軸 方 向 に 位 置 す る 少 な く と も １ つ の 前 向 き 軸 方 向 支 持 面 を 備 え る こ と が  
で き る 。 少 な く と も １ つ の 軸 方 向 支 承 面 は 、 少 な く と も １ つ の 軸 方 向 支 持 面 に 当 接 す る こ  
と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド は 、 締 結 部 材 に よ っ て 工 具 ホ ル ダ に 解 放 可 能 に 締 め 付 け る こ と が で き 、  
締 結 部 材 は 、 ヘ ッ ド 貫 通 凹 部 内 に 配 置 さ れ 、 雌 ね じ 穴 と 係 合 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
締 結 部 材 は 、 締 結 ヘ ッ ド を 備 え る こ と が で き る 。 締 結 ヘ ッ ド は 、 少 な く と も １ つ の 締 付 け  
面 に お い て フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド を 締 め 付 け 当 接 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
締 結 部 材 は 、 前 方 向 に お い て 、 ヘ ッ ド 前 平 面 を 越 え て 延 在 す る こ と が な い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
締 結 部 材 は 、 単 一 の 一 体 化 構 造 を 有 す る 、 一 体 に 形 成 さ れ た 保 持 ね じ と す る こ と が で き る  
。
【 ０ ０ ３ ７ 】
雄 ね じ 部 は 、 雄 ね じ 部 が 非 連 続 的 で あ る よ う に 、 雄 ね じ 部 の 両 端 か ら 延 在 す る 少 な く と も  
１ つ の 非 ね じ 切 り 部 分 を 備 え る こ と が で き る 。 雌 ね じ 穴 は 、 穴 後 方 入 口 開 口 を 有 す る 貫 通  
穴 と す る こ と が で き る 。 穴 後 方 入 口 開 口 は 、 少 な く と も １ つ の 非 ね じ 切 り 部 分 を 介 し て 穴  
出 口 開 口 と 流 体 連 通 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
本 出 願 を よ り 良 好 に 理 解 し 、 本 出 願 を 実 際 に ど の よ う に 実 行 し 得 る か を 示 す た め 、 次 に 、  
添 付 の 図 面 を 参 照 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
【 図 １ 】 本 出 願 に よ る 回 転 フ ラ イ ス 工 具 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 回 転 フ ラ イ ス 工 具 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に 示 す フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ に 示 す フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド の 後 方 端 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ３ に 示 す フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド の 前 方 端 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ の 線 Ｖ Ｉ － Ｖ Ｉ に 沿 っ て 取 っ た 図 ３ の フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド の 軸 方 向 断 面 図 で あ  
る 。
【 図 ７ 】 図 ６ の 詳 細 図 で あ る 。
【 図 ８ ａ 】 ヘ ッ ド 軸 方 向 半 平 面 で 取 っ た 概 念 図 で あ り 、 有 効 切 れ 刃 を 示 す 。
【 図 ８ ｂ 】 ヘ ッ ド 軸 方 向 半 平 面 で 取 っ た 概 念 図 で あ り 、 有 効 切 れ 刃 を 示 す 。
【 図 ８ ｃ 】 ヘ ッ ド 軸 方 向 半 平 面 で 取 っ た 概 念 図 で あ り 、 有 効 切 れ 刃 を 示 す 。
【 図 ９ 】 図 １ に 示 す 工 具 ホ ル ダ の 結 合 部 分 の 前 方 端 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ９ の 線 Ｘ － Ｘ に 沿 っ て 取 っ た 図 ９ の 結 合 部 分 の 軸 方 向 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 出 願 に よ る 別 の 工 具 ホ ル ダ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ １ に 示 す 工 具 ホ ル ダ の 別 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ １ 及 び 図 １ ２ に 示 す 工 具 ホ ル ダ の 軸 方 向 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 図 １ に 示 す 回 転 フ ラ イ ス 工 具 の 前 方 端 面 図 で あ り 、 締 結 部 材 を 伴 わ な い 。
【 図 １ ５ 】 図 １ に 示 す 回 転 フ ラ イ ス 工 具 の 軸 方 向 断 面 図 で あ る 。
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【 図 １ ６ 】 本 出 願 に よ る 、 図 １ １ 及 び 図 １ ２ に 示 す 工 具 ホ ル ダ を 有 す る 別 の 回 転 フ ラ イ ス  
工 具 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 図 １ ６ に 示 す 、 組 み 立 て た 回 転 フ ラ イ ス 工 具 の 軸 方 向 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 本 発 明 に よ ら な い 、 回 転 フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド を 有 す る 別 の 回 転 フ ラ イ ス 工 具 の 斜  
視 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
例 示 を 簡 単 、 明 確 に す る た め 、 図 示 す る 要 素 は 、 必 ず し も 一 定 の 縮 尺 で 描 か れ て い な い こ  
と を 了 解 さ れ た い 。 例 え ば 、 要 素 の 一 部 の 寸 法 は 、 明 確 に す る た め 、 他 の 要 素 と 比 較 し て  
誇 張 さ れ て い る こ と が あ る 、 又 は い く つ か の 物 理 的 構 成 要 素 は 、 一 機 能 ブ ロ ッ ク 若 し く は  
要 素 内 に 含 ま れ る こ と が あ る 。 更 に 、 適 切 と み な さ れ る 場 合 、 参 照 数 字 は 、 対 応 又 は 類 似  
す る 要 素 を 示 す た め に 図 面 の 中 で 繰 り 返 す こ と が あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
以 下 の 説 明 に お い て 、 本 出 願 の 主 題 の 様 々 な 態 様 を 説 明 す る 。 説 明 の た め 、 特 定 の 設 定 及  
び 詳 細 は 、 本 出 願 の 主 題 に 対 し 完 全 な 理 解 を も た ら す よ う に 十 分 詳 細 に 示 す 。 し か し 、 本  
明 細 書 に 提 示 す る 具 体 的 な 構 成 及 び 詳 細 を 伴 わ ず に 本 出 願 の 主 題 を 実 行 し 得 る こ と も 当 業  
者 に は 明 ら か で あ ろ う 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
本 出 願 の 一 態 様 を 示 す 回 転 フ ラ イ ス 工 具 ２ ０ を 示 す 図 １ 及 び 図 ２ に ま ず 注 意 を 向 け ら れ た  
い 。 図 示 の こ の 非 限 定 的 な 例 で は 、 回 転 フ ラ イ ス 工 具 ２ ０ は 、 溝 削 り 作 業 に 適 し た 溝 削 り  
工 具 を 形 成 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 回 転 フ ラ イ ス 工 具 ２ ０ は 、 「 Ｔ 」 溝 及 び ／ 又 は 内  
溝 フ ラ イ ス 及 び ／ 又 は 溝 削 り に 適 す る こ と が で き る 。 回 転 フ ラ イ ス 工 具 ２ ０ は 、 工 具 中 心  
軸 Ａ を 有 す る 。 回 転 フ ラ イ ス 工 具 ２ ０ は 、 典 型 的 に は 鉄 鋼 か ら 作 製 し 得 る 工 具 ホ ル ダ ２ ２  
、 １ ２ ２ を 有 す る 。 回 転 フ ラ イ ス 工 具 ２ ０ は 、 典 型 的 に は 超 硬 合 金 か ら 作 製 し 得 る フ ラ イ  
ス ・ ヘ ッ ド ２ ４ を 有 す る 。 フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド ２ ４ は 、 工 具 ホ ル ダ ２ ２ 、 １ ２ ２ に 解 放 可 能  
に 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
本 明 細 書 で 使 用 す る 用 語 「 溝 削 り 工 具 」 は 、 そ の よ う な 切 削 工 具 の た め に 金 属 切 削 分 野 に  
お い て 適 用 可 能 な 他 の 用 語 、 例 え ば 、 「 溝 フ ラ イ ス （ ｓ ｌ ｏ ｔ ｔ ｉ ｎ ｇ   ｃ ｕ ｔ ｔ ｅ ｒ 、  
ｓ ｌ ｏ ｔ   ｍ ｉ ｌ ｌ   ｃ ｕ ｔ ｔ ｅ ｒ ） 」 、 「 溝 削 り カ ッ タ 」 、 「 溝 突 カ ッ タ 」 、 「 溝 切 削  
工 具 」 、 「 側 切 削 工 具 」 、 「 デ ィ ス ク 切 削 工 具 」 等 と 取 り 替 え 得 る こ と に 留 意 さ れ た い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
次 に 、 フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド ２ ４ に 関 連 す る 、 本 出 願 の 主 題 の 別 の 態 様 を 示 す 図 ３ ～ 図 ８ を 参  
照 さ れ た い 。 フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド ２ ４ は 、 ヘ ッ ド 中 心 軸 Ｂ を 有 す る 。 ヘ ッ ド 中 心 軸 Ｂ は 、 反  
対 の 前 方 向 Ｄ Ｆ 及 び 後 方 向 Ｄ Ｒ を 画 定 す る 。 ヘ ッ ド 中 心 軸 Ｂ は 、 回 転 軸 を 形 成 し 、 フ ラ イ  
ス ・ ヘ ッ ド ２ ４ は 、 回 転 方 向 Ｒ で 回 転 軸 Ｂ 回 り に 回 転 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド ２ ４ に 対 す る 以 下 の 説 明 に お い て 、 用 語 「 前 」 及 び 「 後 」 の 使 用 は 、 明  
細 書 及 び 特 許 請 求 の 範 囲 全 体 に わ た っ て 、 図 ６ に お け る ヘ ッ ド 中 心 軸 Ｂ の 方 向 に 対 す る 下  
方 （ 又 は 後 方 向 Ｄ Ｒ ） 及 び 上 方 （ 又 は 前 方 向 Ｄ Ｆ ） と い う そ れ ぞ れ の 相 対 的 な 位 置 を 指 す  
こ と を 了 解 さ れ た い 。 更 に 、 用 語 「 軸 方 向 」 及 び 「 径 方 向 」 は 、 別 段 に 規 定 さ れ て い な い  
限 り 、 ヘ ッ ド 中 心 軸 Ｂ に 対 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
図 ３ ～ 図 ５ に 示 す よ う に 、 フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド ２ ４ は 、 対 向 す る ヘ ッ ド 前 面 ２ ６ 及 び ヘ ッ ド  
後 面 ２ ８ と 、 ヘ ッ ド 前 面 ２ ６ と ヘ ッ ド 後 面 ２ ８ と の 間 に 延 在 す る ヘ ッ ド 外 周 面 ３ ０ と 、 を  
含 む 。 ヘ ッ ド 前 面 ２ ６ は 、 ヘ ッ ド 後 面 ２ ８ の 軸 方 向 前 方 で あ る 。 ヘ ッ ド 外 周 面 ３ ０ は 、 ヘ  
ッ ド 中 心 軸 Ｂ 回 り に 円 周 方 向 に 延 在 す る 。 概 し て 、 ヘ ッ ド 外 周 面 ３ ０ は 、 径 方 向 外 側 に 面  
す る 。 本 出 願 の 主 題 の い く つ か の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 フ ラ イ ス ・ ヘ ッ  
ド ２ ４ は 、 軸 方 向 が 、 径 方 向 よ り 短 く て よ い 。 フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド ２ ４ は 、 ヘ ッ ド 前 面 ２ ６  
及 び ヘ ッ ド 後 面 ２ ８ 並 び に ヘ ッ ド 外 周 面 ３ ０ に よ っ て 画 定 さ れ る 円 板 状 基 本 形 状 を 有 す る  
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こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド ２ ４ は 、 複 数 の 切 れ 刃 ３ ２ を 含 む 。 複 数 の 切 れ 刃 ３ ２ は 、 フ ラ イ ス ・ ヘ  
ッ ド ２ ４ と 一 体 に 形 成 さ れ 、 フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド ２ ４ と 単 一 の 一 体 化 構 造 を 有 す る 。 し た が  
っ て 、 フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド １ ２ ４ の 外 周 に は 、 取 替 え 可 能 切 削 イ ン サ ー ト が な い 。 複 数 の 切  
れ 刃 ３ ２ は 、 ヘ ッ ド 中 心 軸 Ｂ 回 り に 角 度 を 付 け て 離 間 す る 。 複 数 の 切 れ 刃 ３ ２ は 、 ヘ ッ ド  
外 周 面 ３ ０ に 位 置 す る 。 即 ち 、 複 数 の 切 れ 刃 ３ ２ は 、 外 周 に 配 設 さ れ る 。 図 ３ を 参 照 す る  
と 、 各 切 れ 刃 ３ ２ は 、 前 方 回 転 す る す く い 面 ３ ４ と 後 方 回 転 す る 逃 げ 面 ３ ６ と の 交 線 に 形  
成 さ れ る 。 図 示 す る こ の 非 限 定 的 な 例 で は 、 概 し て 、 各 切 れ 刃 ３ ２ は 、 軸 方 向 で 延 在 す る  
こ と が で き る 。 し か し 、 各 切 れ 刃 ３ ２ は 、 凸 状 と す る こ と が で き る 。 特 に 、 各 切 れ 刃 ３ ２  
は 、 ２ つ の 副 切 れ 刃 を 含 む こ と が で き 、 副 切 れ 刃 は 、 一 緒 に 集 束 し て 基 本 「 Ｖ 」 字 形 状 を  
（ す く い 面 の 正 面 で ） 形 成 す る 。 本 出 願 の 主 題 の い く つ か の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 各 切 れ 刃  
３ ２ は 、 軸 方 向 で ヘ ッ ド 外 周 面 ３ ０ に わ た り 連 続 的 に 延 在 す る こ と が で き る 。 各 切 れ 刃 ３  
２ は 、 ヘ ッ ド 外 周 面 ３ ０ の 軸 方 向 範 囲 全 体 に わ た り （ 即 ち 、 ヘ ッ ド 前 面 ２ ６ か ら ヘ ッ ド 後  
面 ２ ８ ま で ） 延 在 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
当 技 術 分 野 で 公 知 で あ る よ う に 、 複 数 の 切 れ 刃 ３ ２ は 、 軸 方 向 で 整 合 す る こ と が で き る （  
米 国 特 許 出 願 公 開 第 ２ ０ １ ８ ／ ０ ３ １ ８ ９ ４ １ 号 明 細 書 で 開 示 さ れ て い る 。 例 え ば 図 ４ を  
参 照 ） 。 代 替 的 に 、 同 様 に 当 技 術 分 野 で 公 知 で あ る よ う に 、 複 数 の 切 れ 刃 ３ ２ は 、 軸 方 向  
で ず ら す こ と が で き る （ 例 え ば 、 米 国 特 許 第 ６ ， ４ ３ １ ， ７ ９ ９ 号 明 細 書 及 び 米 国 特 許 第  
８ ， ４ ６ ８ ， ９ １ ８ 号 明 細 書 で 開 示 さ れ て い る 。 円 周 方 向 に 交 互 で あ る 切 れ 刃 ３ ２ は 、 ２  
セ ッ ト の 軸 方 向 に ず れ た 切 れ 刃 ３ ２ を 形 成 す る ） 。 複 数 の 切 れ 刃 ３ ２ の そ れ ぞ れ は 、 ヘ ッ  
ド 中 心 軸 Ｂ 回 り に 回 転 軌 跡 を 形 成 す る 。 複 数 の 切 れ 刃 ３ ２ の 回 転 軌 跡 は 、 互 い に 部 分 的 又  
は 完 全 に 一 致 す る こ と が で き る 。 複 数 の 切 れ 刃 ３ ２ の 回 転 軌 跡 は 、 互 い に 交 差 す る こ と が  
で き る 。 複 数 の 切 れ 刃 ３ ２ の 回 転 軌 跡 は 、 回 転 フ ラ イ ス 工 具 ２ ０ が ヘ ッ ド 中 心 軸 Ｂ 回 り に  
３ ６ ０ ° 回 転 す る 際 に 回 転 体 の 対 応 す る 外 側 包 絡 線 を 生 成 す る 。 上 記 を 例 示 す る た め 、 ３  
つ の 非 限 定 的 な 例 を 示 す 図 ８ ａ ～ 図 ８ ｃ を 参 照 さ れ た い 。 例 は 、 本 発 明 に よ る 、 ヘ ッ ド 中  
心 軸 Ｂ を 含 む ヘ ッ ド 軸 方 向 半 平 面 に お け る 第 １ の 切 れ 刃 ３ ２ ａ 及 び 第 ２ の 切 れ 刃 ３ ２ ｂ の  
回 転 軌 跡 を 示 す 。 図 ８ ａ で は 、 回 転 軌 跡 は 、 完 全 に 一 致 す る 。 図 ８ ｂ で は 、 回 転 軌 跡 は 、  
互 い に 交 差 す る 。 図 ８ ｃ で は 、 回 転 軌 跡 は 、 部 分 的 に 一 致 す る 。 本 発 明 に よ る 切 削 ヘ ッ ド  
２ ４ は 、 ２ つ の 切 れ 刃 に 限 定 さ れ な い こ と に 留 意 さ れ た い 。 ヘ ッ ド 軸 方 向 半 平 面 に お い て  
、 複 数 の 切 れ 刃 ３ ２ の 回 転 軌 跡 は 、 有 効 切 れ 刃 ３ ８ を 画 定 す る 。 有 効 切 れ 刃 ３ ８ は 、 軸 方  
向 で 測 定 さ れ る 有 効 切 れ 刃 長 さ Ｌ を 有 す る 。 溝 削 り 工 具 の 場 合 、 有 効 切 れ 刃 ３ ８ は 、 フ ラ  
イ ス ・ ヘ ッ ド ２ ４ の 外 周 の 軸 方 向 範 囲 全 体 に わ た り 連 続 的 に 延 在 す る 。 有 効 切 れ 刃 長 さ Ｌ  
は 、 フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド ２ ４ が 回 転 方 向 Ｒ で 回 転 し 加 工 物 に 進 入 し た 際 の 加 工 物 内 に 切 削 さ  
れ る 溝 の 幅 を 画 定 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
有 効 切 れ 刃 ３ ８ は 、 ２ つ の 軸 方 向 に 離 間 し 対 向 す る 末 端 ３ ８ ａ 、 ３ ８ ｂ を 含 み 、 有 効 切 れ  
刃 ３ ８ は 、 末 端 ３ ８ ａ と ３ ８ ｂ と の 間 に 延 在 す る 。 ２ つ の 対 向 す る 末 端 ３ ８ ａ 、 ３ ８ ｂ は  
、 有 効 切 れ 刃 長 さ Ｌ を 画 定 す る 。 有 効 切 れ 刃 ３ ８ の ２ つ の 対 向 す る 末 端 ３ ８ ａ 、 ３ ８ ｂ は  
、 平 行 な ヘ ッ ド 前 平 面 Ｐ Ｆ 及 び ヘ ッ ド 後 平 面 Ｐ Ｒ の そ れ ぞ れ を 画 定 す る 。 ヘ ッ ド 前 平 面 Ｐ  
Ｆ 及 び ヘ ッ ド 後 平 面 Ｐ Ｒ は 、 ヘ ッ ド 中 心 軸 Ｂ に 直 交 し て 向 け ら れ 、 有 効 切 れ 刃 長 さ Ｌ に よ  
っ て 離 間 す る 。 フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド ２ ４ は 、 ヘ ッ ド 正 中 面 Ｍ を 有 し 、 ヘ ッ ド 正 中 面 Ｍ は 、 ヘ  
ッ ド 前 平 面 Ｐ Ｆ 及 び ヘ ッ ド 後 平 面 Ｐ Ｒ に 平 行 で あ り 、 ヘ ッ ド 前 平 面 Ｐ Ｆ と ヘ ッ ド 後 平 面 Ｐ  
Ｒ と の 間 の 中 間 に 位 置 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
図 ４ 及 び 図 ５ を 参 照 す る と 、 フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド ２ ４ は 、 複 数 の 角 度 を 付 け て 離 間 す る 切 削  
部 分 ４ ０ を 含 み 、 切 削 部 分 ４ ０ は 、 径 方 向 外 側 に 延 在 す る 。 各 切 れ 刃 ３ ２ は 、 そ れ ぞ れ の  
切 削 部 分 ４ ０ に 位 置 す る 。 フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド ２ ４ は 、 チ ッ プ を 排 出 さ せ る た め の 、 複 数 の  
角 度 を 付 け て 離 間 す る チ ッ プ 溝 ４ ２ を 含 む 。 複 数 の チ ッ プ 溝 ４ ２ は 、 ヘ ッ ド 外 周 面 ３ ０ に  
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沿 っ て 複 数 の 切 削 部 分 ４ ０ と 円 周 方 向 に 交 互 で あ る 。 本 出 願 の 主 題 の い く つ か の 実 施 形 態  
に よ れ ば 、 各 チ ッ プ 溝 ４ ２ は 、 ヘ ッ ド 前 面 ２ ６ 及 び ヘ ッ ド 後 面 ２ ８ の 少 な く と も １ つ に 開  
口 す る こ と が で き る 。 各 チ ッ プ 溝 ４ ２ は 、 ヘ ッ ド 前 面 ２ ６ 及 び ヘ ッ ド 後 面 ２ ８ の 両 方 に 開  
口 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド ２ ４ は 、 ヘ ッ ド 前 面 ２ ６ 及 び ヘ ッ ド 後 面 ２ ８ に 開 口 す る ヘ ッ ド 貫 通 凹 部  
４ ４ を 含 む 。 ヘ ッ ド 貫 通 凹 部 ４ ４ は 、 ヘ ッ ド 中 心 軸 Ｂ に 沿 っ て 延 在 す る 。 別 の 言 い 方 を す  
れ ば 、 ヘ ッ ド 中 心 軸 Ｂ は 、 ヘ ッ ド 貫 通 凹 部 ４ ４ を 通 過 す る 。 し た が っ て 、 フ ラ イ ス ・ ヘ ッ  
ド ２ ４ は 、 冠 状 と す る こ と が で き る 。 ヘ ッ ド 貫 通 凹 部 ４ ４ は 、 凹 部 外 周 面 ４ ６ に よ っ て 画  
定 さ れ る 。 凹 部 外 周 面 ４ ６ は 、 ヘ ッ ド 中 心 軸 Ｂ 回 り に 円 周 方 向 に 延 在 す る 。 概 し て 、 凹 部  
外 周 面 ４ ６ は 、 径 方 向 内 側 に 面 す る 。 図 ４ を 参 照 す る と 、 フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド ２ ４ の 軸 方 向  
図 に お い て 、 フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド ２ ４ は 、 複 数 の 切 れ 刃 ３ ２ に よ っ て 画 定 さ れ る ヘ ッ ド 外 接  
円 Ｃ Ｃ Ｃ を 有 す る （ ヘ ッ ド 外 接 円 Ｃ Ｃ Ｃ は 、 ヘ ッ ド 中 心 軸 Ｂ を 中 心 と す る ） 。 ヘ ッ ド 外 接  
円 Ｃ Ｃ Ｃ は 、 ヘ ッ ド 外 接 円 直 径 Ｃ Ｃ Ｄ を 有 す る 。 フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド ２ ４ は 、 凹 部 外 周 面 ４  
６ の 径 方 向 最 内 部 分 に よ っ て 画 定 さ れ る ヘ ッ ド 内 接 円 Ｉ Ｃ を 有 す る （ ヘ ッ ド 内 接 円 Ｉ Ｃ は  
、 ヘ ッ ド 中 心 軸 Ｂ を 中 心 と す る ） 。 ヘ ッ ド 内 接 円 Ｉ Ｃ は 、 ヘ ッ ド 内 接 円 直 径 Ｉ Ｃ Ｄ を 有 す  
る 。 ヘ ッ ド 内 接 円 直 径 Ｉ Ｃ Ｄ は 、 ヘ ッ ド 外 接 円 直 径 Ｃ Ｃ Ｄ の ３ 分 の １ よ り 大 き く て よ い 。  
有 利 に は 、 こ の こ と に よ り 、 フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド ２ ４ の 製 造 に 必 要 な 材 料 の 量 を 低 減 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
特 に 、 被 駆 動 面 ５ ８ を 通 る フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド ２ ４ の 軸 方 向 断 面 図 を 示 す 図 ６ 、 及 び 、 図 ６  
の 詳 細 を 示 す 図 ７ を 参 照 す る 。 本 出 願 の 主 題 の い く つ か の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 ヘ ッ ド 前 面  
２ ６ は 、 ヘ ッ ド 前 方 中 心 面 ４ ８ を 含 む こ と が で き 、 ヘ ッ ド 前 方 中 心 面 ４ ８ は 、 ヘ ッ ド 貫 通  
凹 部 ４ ４ を 囲 み 、 ヘ ッ ド 貫 通 凹 部 ４ ４ に 隣 接 す る 。 ヘ ッ ド 前 方 中 心 面 ４ ８ は 、 平 坦 で あ り  
、 ヘ ッ ド 中 心 軸 Ｂ に 直 交 す る こ と が で き る 。 ヘ ッ ド 後 面 ２ ８ は 、 ヘ ッ ド 後 方 中 心 面 ５ ０ を  
含 む こ と が で き 、 ヘ ッ ド 後 方 中 心 面 ５ ０ は 、 ヘ ッ ド 貫 通 凹 部 ４ ４ を 囲 み 、 ヘ ッ ド 貫 通 凹 部  
４ ４ に 隣 接 す る 。 ヘ ッ ド 後 方 中 心 面 ５ ０ は 、 平 坦 で あ り 、 ヘ ッ ド 中 心 軸 Ｂ に 直 交 す る こ と  
が で き る 。 ヘ ッ ド 前 方 中 心 面 ４ ８ 及 び ヘ ッ ド 後 方 中 心 面 ５ ０ は 、 互 い に 平 行 と す る こ と が  
で き る 。 図 ７ に 示 す よ う に 、 ヘ ッ ド 前 方 中 心 面 ４ ８ 及 び ヘ ッ ド 後 方 中 心 面 ５ ０ は 、 ヘ ッ ド  
前 平 面 Ｐ Ｆ 及 び ヘ ッ ド 後 平 面 Ｐ Ｒ 内 に 位 置 す る こ と が で き る 。 切 削 部 分 ４ ０ 及 び チ ッ プ 溝  
４ ２ は 、 ヘ ッ ド 前 方 中 心 面 ４ ８ 及 び ヘ ッ ド 後 方 中 心 面 ５ ０ ま で 内 側 に 延 在 す る こ と が で き  
る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
図 ６ 及 び 図 ７ に 示 す よ う に 、 ヘ ッ ド 貫 通 凹 部 ４ ４ は 、 ヘ ッ ド 中 心 軸 Ｂ に 沿 っ て 均 一 に 延 在  
し な い 。 ヘ ッ ド 貫 通 凹 部 ４ ４ は 、 ２ つ の 軸 方 向 に ず れ た 領 域 、 即 ち 、 調 心 領 域 ５ ２ と 被 駆  
動 領 域 ５ ４ と を 含 む 。 被 駆 動 領 域 ５ ４ は 、 調 心 領 域 ５ ２ の 軸 方 向 前 方 に あ る 。 凹 部 外 周 面  
４ ６ は 、 被 駆 動 領 域 ５ ４ に お い て 、 凹 部 外 周 面 ４ ６ に よ っ て 調 心 領 域 ５ ２ で 画 定 さ れ る 境  
界 と は 異 な る 境 界 を 画 定 す る 。 し た が っ て 、 調 心 領 域 ５ ２ 及 び 被 駆 動 領 域 ５ ４ は 同 一 で は  
な い 。 本 出 願 の 主 題 の い く つ か の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 調 心 領 域 ５ ２ は 、 径 方 向 平 面 内 に ヘ  
ッ ド 中 心 軸 Ｂ に 沿 っ て 一 定 の 断 面 を 有 す る こ と が で き る 。 被 駆 動 領 域 ５ ４ は 、 径 方 向 平 面  
内 に ヘ ッ ド 中 心 軸 Ｂ に 沿 っ て 、 調 心 領 域 ５ ２ の 断 面 と は 異 な る 一 定 の 断 面 を 有 す る こ と が  
で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
図 ７ に 示 す よ う に 、 軸 方 向 で 測 定 す る と 、 調 心 領 域 ４ ４ は 、 調 心 領 域 高 さ Ｈ Ｃ を 有 し 、 被  
駆 動 領 域 ５ ４ は 、 被 駆 動 領 域 高 さ Ｈ Ｄ を 有 す る 。 本 出 願 の 主 題 の い く つ か の 実 施 形 態 に よ  
れ ば 、 被 駆 動 領 域 高 さ Ｈ Ｄ は 、 調 心 領 域 高 さ Ｈ Ｃ に 等 し く て よ い 。 調 心 領 域 ５ ２ は 、 ヘ ッ  
ド 後 面 ２ ８ に 隣 接 す る こ と が で き る 。 ヘ ッ ド 貫 通 凹 部 ４ ４ は 、 軸 方 向 に ず れ た 第 ３ の 領 域  
、 即 ち 、 締 結 ヘ ッ ド 受 入 れ 領 域 ５ ６ を 含 む こ と が で き る 。 締 結 ヘ ッ ド 受 入 れ 領 域 ５ ６ は 、  
被 駆 動 領 域 ５ ４ の 軸 方 向 前 方 に あ る 。 締 結 ヘ ッ ド 受 入 れ 領 域 ５ ６ は 、 被 駆 動 領 域 ５ ４ と 同  
一 で な く て よ い 。 締 結 ヘ ッ ド 受 入 れ 領 域 ５ ６ は 、 調 心 領 域 ５ ２ と 同 一 で な く て よ い 。 し た  
が っ て 、 フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド ２ ４ は 、 ヘ ッ ド 正 中 面 Ｍ 回 り に 鏡 面 非 対 称 と す る こ と が で き る  
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。 締 結 ヘ ッ ド 受 入 れ 領 域 ５ ６ は 、 径 方 向 で 被 駆 動 領 域 ５ ４ よ り も 幅 広 と す る こ と が で き る  
。 図 ７ に 示 す よ う に 、 軸 方 向 で 測 定 す る と 、 締 結 ヘ ッ ド 受 入 れ 領 域 ５ ６ は 、 締 結 ヘ ッ ド 受  
入 れ 領 域 高 さ Ｈ Ｆ を 有 す る 。 締 結 ヘ ッ ド 受 入 れ 領 域 高 さ Ｈ Ｆ は 、 被 駆 動 領 域 高 さ Ｈ Ｄ と 等  
し く す る こ と が で き る 。 締 結 ヘ ッ ド 受 入 れ 領 域 ５ ６ は 、 ヘ ッ ド 前 面 ２ ６ に 隣 接 す る こ と が  
で き る 。 フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド ２ ４ の 端 面 図 に お い て 、 貫 通 凹 部 ４ ４ の 中 が 見 え る 部 分 は 、 存  
在 す る 場 合 、 調 心 領 域 ５ ２ で も 締 結 ヘ ッ ド 受 入 れ 領 域 ５ ６ で も な く 、 被 駆 動 領 域 ５ ４ に よ  
っ て 形 成 さ れ る こ と に 留 意 さ れ た い 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
凹 部 外 周 面 ４ ６ は 、 被 駆 動 領 域 ５ ４ に お い て 、 回 転 方 向 Ｒ の 反 対 に 面 す る 少 な く と も １ つ  
の 被 駆 動 面 ５ ８ を 含 む 。 少 な く と も １ つ の 被 駆 動 面 ５ ８ は 、 対 応 す る 表 面 か ら ト ル ク を 工  
具 ホ ル ダ ２ ２ 、 １ ２ ２ 上 に 伝 達 す る よ う に 構 成 さ れ る 。 少 な く と も １ つ の 被 駆 動 面 ５ ８ は  
、 ヘ ッ ド 前 平 面 Ｐ Ｆ と ヘ ッ ド 後 平 面 Ｐ Ｒ と の 間 に 配 設 さ れ る 。 少 な く と も １ つ の 被 駆 動 面  
５ ８ は 、 平 坦 で あ り 、 ヘ ッ ド 中 心 軸 Ｂ を 含 む フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド ２ ４ の 軸 方 向 平 面 で 延 在 す  
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
図 ７ を 参 照 さ れ た い 。 本 出 願 の 主 題 の い く つ か の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 凹 部 外 周 面 ４ ６ は 、  
被 駆 動 領 域 ５ ４ に お い て 、 径 方 向 内 側 に 突 出 す る 少 な く と も １ つ の 被 駆 動 歯 ６ ０ を 含 む こ  
と が で き る 。 少 な く と も １ つ の 被 駆 動 歯 ６ ０ は 、 少 な く と も １ つ の 被 駆 動 歯 ６ ０ を 軸 方 向  
で 画 定 す る 、 ２ つ の 対 向 す る 前 方 被 駆 動 歯 側 壁 ６ １ ａ と 後 方 被 駆 動 歯 側 壁 ６ １ ｂ と の そ れ  
ぞ れ を 含 む 。 締 結 ヘ ッ ド 受 入 れ 領 域 ５ ６ 及 び 被 駆 動 領 域 ５ ４ は 、 上 側 平 面 Ｕ Ｐ に よ っ て 境  
界 を 定 め ら れ 、 上 側 平 面 Ｕ Ｐ は 、 前 方 被 駆 動 歯 側 壁 ６ １ ａ に よ っ て 画 定 さ れ る 。 調 心 領 域  
５ ２ 及 び 被 駆 動 領 域 ５ ４ は 、 下 側 平 面 に よ っ て 境 界 を 定 め ら れ 、 下 側 平 面 は 、 後 方 被 駆 動  
歯 側 壁 ６ １ ｂ に よ っ て 画 定 さ れ る 。 被 駆 動 領 域 ５ ４ は 、 全 て の 径 方 向 に お い て 調 心 領 域 ５  
２ よ り も 径 方 向 内 側 と す る こ と が で き る 。 少 な く と も １ つ の 被 駆 動 面 ５ ８ の そ れ ぞ れ は 、  
そ れ ぞ れ の 被 駆 動 歯 ６ ０ 上 に 位 置 す る こ と が で き る 。 図 ４ を 参 照 す る と 、 少 な く と も １ つ  
の 被 駆 動 歯 ６ ０ は 、 全 て の 被 駆 動 歯 軸 方 向 半 平 面 Ｈ Ｐ １ 回 り に 鏡 面 非 対 称 と す る こ と が で  
き 、 被 駆 動 歯 軸 方 向 半 平 面 Ｈ Ｐ １ は 、 ヘ ッ ド 中 心 軸 Ｂ を 含 み 、 前 記 少 な く と も １ つ の 被 駆  
動 歯 ６ ０ に 交 差 す る 。 そ の よ う な 構 成 は 、 フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド ２ ４ が 意 図 せ ず に 逆 転 し な い  
よ う に す る こ と が で き る （ 即 ち 、 フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド ２ ４ は 、 被 駆 動 歯 軸 方 向 半 平 面 Ｈ Ｐ １  
内 に 含 ま れ る ヘ ッ ド 中 心 軸 Ｂ に 直 交 す る 軸 回 り に １ ８ ０ ° ひ っ く り 返 す と 、 工 具 ホ ル ダ ２  
２ 、 １ ２ ２ に 取 り 付 け る こ と が で き な い ） 。 凹 部 外 周 面 ４ ６ は 、 被 駆 動 領 域 ５ ４ に お い て  
、 ヘ ッ ド 中 心 軸 Ｂ 回 り に 角 度 を 付 け て 配 設 さ れ る 複 数 の 被 駆 動 歯 ６ ０ を 含 む こ と が で き る  
。 凹 部 外 周 面 ４ ６ は 、 被 駆 動 領 域 ５ ４ に お い て 、 Ｎ 個 の 被 駆 動 歯 ６ ０ を 含 む こ と が で き 、  
Ｎ は 正 の 整 数 で あ る 。 フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド ２ ４ は 、 ヘ ッ ド 中 心 軸 Ｂ 回 り に Ｎ 回 の 回 転 対 称 を  
呈 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
凹 部 外 周 面 ４ ６ は 、 調 心 領 域 ５ ２ に お い て 、 径 方 向 内 側 に 面 す る 少 な く と も １ つ の 径 方 向  
調 心 面 ６ ２ を 含 む 。 少 な く と も １ つ の 径 方 向 調 心 面 ６ ２ は 、 少 な く と も １ つ の 被 駆 動 面 ５  
８ の 軸 方 向 後 方 に 位 置 す る 。 少 な く と も １ つ の 径 方 向 調 心 面 ６ ２ は 、 少 な く と も １ つ の 被  
駆 動 面 ５ ８ か ら 径 方 向 外 側 に 位 置 す る 。 少 な く と も １ つ の 径 方 向 調 心 面 ６ ２ は 、 ヘ ッ ド 前  
平 面 Ｐ Ｆ と ヘ ッ ド 後 平 面 Ｐ Ｒ と の 間 に 配 設 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
図 １ ０ 及 び 図 １ ３ を 参 照 す る と 、 本 出 願 の 主 題 の い く つ か の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 少 な く と  
も １ つ の 径 方 向 調 心 面 ６ ２ は 、 ヘ ッ ド 中 心 軸 Ｂ と 整 合 す る 軸 を 有 す る 仮 想 調 心 円 筒 体 の 内  
面 に あ り 得 る 。 凹 部 外 周 面 ４ ６ は 、 調 心 領 域 ５ ２ に お い て 、 厳 密 に １ つ の 径 方 向 調 心 面 ６  
２ を 含 む こ と が で き 、 径 方 向 調 心 面 ６ ２ は 、 凹 部 外 周 面 ４ ６ の 円 周 方 向 範 囲 全 体 に 沿 っ て  
延 在 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
本 出 願 の 主 題 の い く つ か の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 凹 部 外 周 面 ４ ６ は 、 少 な く と も １ つ の 後 向  
き 軸 方 向 支 承 面 ６ ４ を 含 む こ と が で き る 。 少 な く と も １ つ の 軸 方 向 支 承 面 ６ ４ は 、 工 具 ホ  
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ル ダ ２ ２ 、 １ ２ ２ に 対 し て 、 フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド ２ ４ を 所 定 の 軸 方 向 位 置 に 定 め る よ う に 設  
計 さ れ る 。 少 な く と も １ つ の 軸 方 向 支 承 面 ６ ４ は 、 被 駆 動 領 域 ５ ４ に 隣 接 す る 調 心 領 域 ５  
２ に お い て 、 凹 部 外 周 面 ４ ６ 上 に 形 成 す る こ と が で き る 。 少 な く と も １ つ の 軸 方 向 支 承 面  
６ ４ は 、 少 な く と も １ つ の 被 駆 動 面 ５ ８ と 少 な く と も １ つ の 径 方 向 調 心 面 ６ ２ と の 間 で 軸  
方 向 に 位 置 す る こ と が で き る 。 少 な く と も １ つ の 軸 方 向 支 承 面 ６ ４ は 、 貫 通 凹 部 内 に 形 成  
さ れ 、 （ 例 え ば 特 開 ２ ０ ０ ６ － ２ ８ １ ３ ７ １ で 開 示 さ れ る よ う な ） フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド ２ ４  
の （ 非 凹 ） 側 面 に は 形 成 さ れ な い こ と に 留 意 さ れ た い 。 少 な く と も １ つ の 軸 方 向 支 承 面 ６  
４ は 、 ヘ ッ ド 前 平 面 Ｐ Ｆ と ヘ ッ ド 後 平 面 Ｐ Ｒ と の 間 に 位 置 す る こ と が で き る 。 少 な く と も  
１ つ の 軸 方 向 支 承 面 ６ ４ は 、 少 な く と も １ つ の 被 駆 動 面 ５ ８ と 少 な く と も １ つ の 径 方 向 調  
心 面 ６ ２ と の 間 で 径 方 向 に 位 置 す る こ と が で き る 。 少 な く と も １ つ の 軸 方 向 支 承 面 ６ ４ は  
、 平 坦 で あ り 、 ヘ ッ ド 中 心 軸 Ｂ に 直 交 し て 向 け る こ と が で き る 。 図 ７ を 参 照 す る と 、 少 な  
く と も １ つ の 軸 方 向 支 承 面 ６ ４ は 、 円 形 支 承 突 出 部 ６ ５ 上 に 形 成 す る こ と が で き 、 円 形 支  
承 突 出 部 ６ ５ は 、 後 方 被 駆 動 歯 側 壁 ６ １ ｂ か ら 後 方 に 突 出 す る 。 凹 部 外 周 面 ４ ６ は 、 厳 密  
に １ つ の 軸 方 向 支 承 面 ６ ４ を 含 む こ と が で き 、 軸 方 向 支 承 面 ６ ４ は 、 凹 部 外 周 面 ４ ６ の 円  
周 方 向 範 囲 全 体 に 沿 っ て 延 在 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
本 出 願 の 主 題 の い く つ か の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 凹 部 外 周 面 ４ ６ は 、 少 な く と も １ つ の 前 向  
き 締 付 け 面 ６ ６ を 含 み 、 本 明 細 書 の 以 下 で 説 明 す る よ う に 、 締 結 部 材 ６ ８ と 締 め 付 け 当 接  
す る こ と が で き る 。 少 な く と も １ つ の 締 付 け 面 ６ ６ は 、 被 駆 動 領 域 ５ ４ に 隣 接 す る 締 結 ヘ  
ッ ド 受 入 れ 領 域 ５ ６ に お い て 、 凹 部 外 周 面 ４ ６ 上 に 形 成 す る こ と が で き る 。 締 付 け 面 ６ ６  
は 、 少 な く と も １ つ の 被 駆 動 面 ５ ８ の 軸 方 向 前 方 に 位 置 す る こ と が で き る 。 締 付 け 面 ６ ６  
は 、 少 な く と も １ つ の 被 駆 動 面 ５ ８ か ら 径 方 向 外 側 に 位 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
本 出 願 の 主 題 の い く つ か の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 後 方 向 Ｄ Ｒ に お い て 、 ヘ ッ ド 後 平 面 Ｐ Ｒ を  
越 え て 延 在 す る フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド ２ ４ の 部 分 は な い 。 し た が っ て 、 フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド ２ ４  
は 、 例 え ば 米 国 特 許 第 ８ ， ７ ０ ８ ， ６ １ １ 号 明 細 書 に 開 示 す る よ う な ヘ ッ ド 後 平 面 Ｐ Ｒ か  
ら 後 方 に 突 出 す る 突 出 部 が 一 切 な い 。 同 様 に 、 前 方 向 Ｄ F に お い て 、 ヘ ッ ド 前 平 面 Ｐ Ｆ を  
越 え て 延 在 す る フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド ２ ４ の 部 分 は な い （ し た が っ て 、 有 効 切 れ 刃 長 さ Ｌ は 、  
軸 方 向 で 測 定 さ れ る フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド ２ ４ の 最 大 軸 方 向 寸 法 を 画 定 す る こ と が で き る ） 。  
有 利 に は 、 こ の こ と に よ り 、 フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド ２ ４ の 製 造 に 必 要 な 材 料 の 量 を 低 減 す る 。  
こ の こ と は 、 大 型 フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド で 特 に 重 要 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
し た が っ て 、 図 面 に 示 す よ う に 、 ヘ ッ ド 凹 部 ４ ４ は 、 円 周 方 向 に 離 間 し 径 方 向 内 側 に 突 出  
し 被 駆 動 面 ５ ８ を 伴 う 複 数 の 鏡 面 非 対 称 被 駆 動 歯 ６ ０ を 備 え る 歯 付 き ハ ブ ４ ４ と 、 ハ ブ ４  
４ の 後 向 き 側 上 に 径 方 向 内 向 き 調 心 面 ６ ２ 及 び 後 向 き 凹 形 軸 方 向 支 承 面 ６ ４ を 備 え る 段 付  
き 構 成 と 、 ハ ブ ４ ４ の 前 向 き 側 上 に 凹 形 前 向 き 締 付 け 面 ６ ６ と 、 を 備 え る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
次 に 、 工 具 ホ ル ダ ２ ２ 、 １ ２ ２ を 示 す 図 ９ ～ 図 １ ３ を 参 照 さ れ た い 。 工 具 ホ ル ダ ２ ２ 、 １  
２ ２ は 、 ホ ル ダ 中 心 軸 Ｃ を 有 す る 。 ホ ル ダ 中 心 軸 Ｃ は 、 前 方 向 Ｄ Ｆ 及 び 後 方 向 Ｄ Ｒ に 延 在  
す る 。 ホ ル ダ 中 心 軸 Ｃ は 、 回 転 軸 を 形 成 し 、 工 具 ホ ル ダ ２ ２ 、 １ ２ ２ は 、 回 転 方 向 Ｒ で 回  
転 軸 回 り に 回 転 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
工 具 ホ ル ダ ２ ２ 、 １ ２ ２ に 対 す る 以 下 の 説 明 に お い て 、 用 語 「 前 」 及 び 「 後 」 の 使 用 は 、  
明 細 書 及 び 特 許 請 求 の 範 囲 全 体 に わ た っ て 、 図 １ ０ に お け る ホ ル ダ 中 心 軸 Ｃ の 下 方 向 及 び  
上 方 向 と い う そ れ ぞ れ の 相 対 的 な 位 置 を 指 す こ と を 了 解 さ れ た い 。 更 に 、 用 語 「 軸 方 向 」  
及 び 「 径 方 向 」 は 、 別 段 に 規 定 さ れ て い な い 限 り 、 ホ ル ダ 中 心 軸 Ｃ に 対 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
工 具 ホ ル ダ ２ ２ 、 １ ２ ２ は 、 シ ャ ン ク 部 分 ７ ０ を 含 む 。 シ ャ ン ク 部 分 ７ ０ は 、 ホ ル ダ 中 心  
軸 Ｃ 回 り で 円 周 方 向 に 延 在 す る シ ャ ン ク 外 周 面 ７ ２ を 含 む 。 本 出 願 の 主 題 の い く つ か の 実  
施 形 態 に よ れ ば 、 シ ャ ン ク 部 分 ７ ０ は 、 軸 方 向 で は 、 細 長 と す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ６ ６ 】
工 具 ホ ル ダ ２ ２ 、 １ ２ ２ は 、 結 合 部 分 ７ ４ も 含 む 。 結 合 部 分 ７ ４ は 、 シ ャ ン ク 部 分 ７ ０ の  
前 端 に 配 設 さ れ る 。 本 出 願 の 主 題 の い く つ か の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 シ ャ ン ク 部 分 ７ ０ 及 び  
結 合 部 分 ７ ４ は 、 工 具 ホ ル ダ ２ ２ が モ ジ ュ ー ル 式 構 造 を 有 す る よ う に 互 い に 分 離 可 能 と す  
る こ と が で き る （ 図 １ 及 び 図 ２ を 参 照 ） 。 そ の よ う な 構 成 に お い て 、 結 合 部 分 ７ ４ は 、 結  
合 部 分 貫 通 穴 ７ ３ を 含 み 、 こ れ に よ り 、 以 下 で 説 明 す る よ う に 、 締 結 部 材 を 雌 ね じ 穴 に 通  
す こ と を 可 能 に す る 。 本 出 願 の 主 題 の い く つ か の 他 の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 シ ャ ン ク 部 分 ７  
０ 及 び 結 合 部 分 ７ ４ は 、 工 具 ホ ル ダ １ ２ ２ が 単 一 の 一 体 化 構 造 を 有 す る よ う に 一 体 に 形 成  
す る こ と が で き る （ 図 １ １ 及 び 図 １ ２ を 参 照 ） 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
図 ２ 及 び 図 １ ２ を 参 照 す る と 、 結 合 部 分 ７ ４ に 隣 接 す る シ ャ ン ク 外 周 面 ７ ２ は 、 ホ ル ダ 中  
心 軸 Ｃ と 整 合 す る 軸 を 有 す る 仮 想 シ ャ ン ク 円 筒 体 Ｓ Ｃ を 画 定 す る 。 仮 想 シ ャ ン ク 円 筒 体 Ｓ  
Ｃ は 、 シ ャ ン ク 外 径 Ｏ Ｄ Ｓ を 有 す る 。 図 示 す る こ の 非 限 定 的 な 例 で は 、 結 合 部 分 ７ ４ に 隣  
接 す る シ ャ ン ク 外 周 面 ７ ２ は 、 仮 想 シ ャ ン ク 円 筒 体 Ｓ Ｃ 上 に 完 全 に あ る こ と が で き る 。 シ  
ャ ン ク 外 周 面 ７ ２ 全 体 は 、 仮 想 シ ャ ン ク 円 筒 体 Ｓ Ｃ 上 に あ る こ と が で き る 。 本 出 願 の 主 題  
の い く つ か の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 結 合 部 分 ７ ４ は 、 ホ ル ダ 中 心 軸 Ｃ 回 り に 回 転 対 称 を 呈 す  
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
結 合 部 分 ７ ４ は 、 整 合 部 分 ７ ６ を 含 む 。 整 合 部 分 ７ ６ は 、 前 向 き 整 合 前 面 ７ ８ を 含 む 。 整  
合 前 面 ７ ８ は 、 整 合 外 周 面 ８ ０ に 境 界 を 接 す る 。 整 合 外 周 面 ８ ０ は 、 ホ ル ダ 中 心 軸 Ｃ 回 り  
で 円 周 方 向 に 延 在 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
図 １ ０ を 参 照 す る と 、 結 合 部 分 ７ ４ は 、 任 意 で 、 整 合 部 分 ７ ６ か ら 後 方 に 延 在 す る 延 在 部  
分 ８ ３ を 含 む 。 延 在 部 分 ８ ３ は 、 ホ ル ダ 中 心 軸 Ｃ 回 り で 円 周 方 向 に 延 在 す る 延 在 外 周 面 ８  
３ ａ を 含 む 。 図 １ に 示 す よ う に 、 延 在 部 分 ８ ３ は 、 シ ャ ン ク 部 分 ７ ０ と 面 一 と す る こ と が  
で き る 。 別 の 言 い 方 を す れ ば 、 延 在 外 周 面 ８ ３ ａ 及 び シ ャ ン ク 外 周 面 ７ ２ は 、 互 い に 平 滑  
、 連 続 的 に 移 行 す る 。 整 合 部 分 ７ ６ は 、 延 在 部 分 ８ ３ 、 し た が っ て シ ャ ン ク 部 分 ７ ０ と 実  
質 的 に 同 じ 径 方 向 寸 法 を 有 す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
代 替 的 に 、 図 １ １ ～ 図 １ ３ に 示 す 非 限 定 的 な 例 で は 、 工 具 ホ ル ダ １ ２ ２ に は 、 延 在 部 分 ８  
３ が な く て よ い 。 整 合 部 分 ７ ６ は 、 シ ャ ン ク 部 分 ７ ０ を 越 え て 径 方 向 外 側 に 延 在 す る こ と  
が で き る 。 言 い 方 を 変 え れ ば 、 工 具 ホ ル ダ １ ２ ２ は 、 整 合 部 分 ７ ６ に よ っ て 設 け ら れ る フ  
ラ ン ジ 付 き 構 成 を 有 す る こ と が で き る （ 即 ち 、 工 具 ホ ル ダ １ ２ ２ は 「 フ ラ ン ジ が 付 い て い  
る 」 ） 。 好 ま し く は 、 整 合 部 分 ７ ６ は 、 シ ャ ン ク 部 分 ７ ０ を 越 え て 、 シ ャ ン ク 部 分 ７ ０ の  
円 周 方 向 範 囲 全 体 の 回 り に 径 方 向 外 側 に 延 在 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
工 具 ホ ル ダ １ ２ ２ の フ ラ ン ジ 付 き 構 成 に お い て 、 整 合 部 分 ７ ６ は 、 整 合 前 面 ７ ８ の 反 対 に  
後 向 き 整 合 後 面 ８ ２ を 更 に 含 む こ と が で き る （ 図 １ ３ を 参 照 ） 。 整 合 外 周 面 ８ ０ は 、 整 合  
前 面 ７ ８ と 整 合 後 面 ８ ２ と の 間 に 延 在 す る こ と が で き る 。 整 合 部 分 ７ ６ は 、 整 合 前 面 ７ ８  
及 び 整 合 後 面 ８ ２ 並 び に 整 合 外 周 面 ８ ０ に よ っ て 画 定 さ れ る 円 板 状 基 本 形 状 を 有 す る こ と  
が で き る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
結 合 部 分 ７ ４ は 、 駆 動 部 分 ８ ４ も 含 む 。 駆 動 部 分 ８ ４ は 、 整 合 前 面 ７ ８ か ら 前 方 に 突 出 す  
る 。 整 合 前 面 ７ ８ は 、 整 合 部 分 ７ ６ と 駆 動 部 分 ８ ４ と の 間 に 境 界 を 画 定 す る 。 駆 動 部 分 ８  
４ は 、 全 て の 径 方 向 に お い て 、 整 合 部 分 ７ ６ の 径 方 向 内 側 と す る こ と が で き る 。 駆 動 部 分  
８ ４ は 、 前 向 き 駆 動 前 面 ８ ６ を 含 み 、 前 向 き 駆 動 前 面 ８ ６ は 、 駆 動 外 周 面 ８ ８ に 境 界 を 接  
す る 。 駆 動 外 周 面 ８ ８ は 、 ホ ル ダ 中 心 軸 Ｃ 回 り で 円 周 方 向 に 延 在 す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
図 ９ 及 び 図 １ １ を 参 照 す る と 、 駆 動 外 周 面 ８ ８ は 、 回 転 方 向 Ｒ に 面 す る 少 な く と も １ つ の  
駆 動 面 ９ ０ を 含 む 。 工 具 ホ ル ダ ２ ２ 、 １ ２ ２ が ホ ル ダ 中 心 軸 Ｃ 回 り に 回 転 す る と 、 ト ル ク  
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は 、 駆 動 面 を 介 し て フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド ２ ４ に 伝 達 さ れ る 。 少 な く と も １ つ の 駆 動 面 ９ ０ は  
、 平 坦 で あ り 、 ホ ル ダ 中 心 軸 Ｂ を 含 む 工 具 ホ ル ダ ２ ２ 、 １ ２ ２ の 軸 方 向 平 面 で 延 在 す る こ  
と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
工 具 ホ ル ダ １ ２ ２ の フ ラ ン ジ 付 き 構 成 に お い て 、 少 な く と も １ つ の 駆 動 面 ９ ０ は 、 少 な く  
と も １ つ の 駆 動 面 ９ ０ が 仮 想 シ ャ ン ク 円 筒 体 Ｓ Ｃ の 外 側 に 配 設 さ れ る よ う に 結 合 部 分 ７ ４  
に 位 置 す る こ と が で き る （ 図 １ ３ を 参 照 ） 。 有 利 に は 、 こ の こ と に よ り 、 回 転 軸 か ら の 距  
離 が 増 大 す る た め 、 （ 同 じ 力 で ） ト ル ク を 増 大 さ せ る 。 更 に 、 工 具 ホ ル ダ １ ２ ２ の フ ラ ン  
ジ 付 き 構 成 は 、 駆 動 機 構 を も た ら す 領 域 が 制 限 さ れ る 小 さ な シ ャ ン ク 外 径 を 有 す る 工 具 ホ  
ル ダ に 有 利 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
図 ９ 及 び 図 １ １ を 参 照 す る と 、 本 出 願 の 主 題 の い く つ か の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 駆 動 部 分 ８  
４ は 、 径 方 向 外 側 に 延 在 す る 少 な く と も １ つ の 駆 動 歯 ９ ２ を 含 む こ と が で き る 。 少 な く と  
も １ つ の 駆 動 面 ９ ０ の そ れ ぞ れ は 、 そ れ ぞ れ の 駆 動 歯 ９ ２ 上 に 位 置 す る こ と が で き る 。 特  
に 図 ９ を 参 照 す る と 、 少 な く と も １ つ の 駆 動 歯 ９ ２ は 、 全 て の 駆 動 歯 軸 方 向 半 平 面 Ｈ Ｐ ２  
回 り に 鏡 面 非 対 称 と す る こ と が で き 、 駆 動 歯 軸 方 向 半 平 面 Ｈ Ｐ ２ は 、 ホ ル ダ 中 心 軸 Ｃ を 含  
み 、 前 記 少 な く と も １ つ の 被 駆 動 歯 ９ ２ に 交 差 す る 。 駆 動 部 分 ８ ４ は 、 ホ ル ダ 中 心 軸 Ｃ 回  
り に 角 度 を 付 け て 配 設 さ れ る 複 数 の 駆 動 歯 ９ ２ を 含 む こ と が で き る 。 隣 接 す る 対 の 駆 動 歯  
９ ２ は 、 駆 動 歯 間 隙 ９ ３ に よ っ て 離 間 す る こ と が で き る 。 図 ９ 及 び 図 １ １ に 示 す よ う に 、  
結 合 部 分 ７ ４ は 、 ６ 個 以 上 の 駆 動 歯 ９ ２ を 有 す る こ と が で き る が 、 他 の 数 の 駆 動 歯 ９ ２ も  
企 図 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
図 １ ０ 及 び 図 １ ３ を 参 照 す る と 、 整 合 外 周 面 ８ ０ は 、 径 方 向 外 側 に 面 す る 少 な く と も １ つ  
の 径 方 向 整 合 面 ９ ４ を 含 む 。 少 な く と も １ つ の 径 方 向 整 合 面 ９ ４ は 、 少 な く と も １ つ の 駆  
動 面 ９ ０ の 軸 方 向 後 方 に 位 置 す る 。 少 な く と も １ つ の 径 方 向 整 合 面 ９ ４ は 、 少 な く と も １  
つ の 駆 動 面 ９ ０ か ら 径 方 向 外 側 に 位 置 す る 。 少 な く と も １ つ の 径 方 向 整 合 面 ９ ４ は 、 ホ ル  
ダ 中 心 軸 Ｃ と 整 合 す る 軸 を 有 す る 仮 想 整 合 円 筒 体 Ａ Ｃ の 外 面 に あ る こ と が で き る 。 整 合 円  
筒 体 Ａ Ｃ は 、 整 合 外 径 Ｏ Ｄ Ａ を 有 す る 。 整 合 外 周 面 ８ ０ は 、 厳 密 に １ つ の 径 方 向 整 合 面 ９  
４ を 含 む こ と が で き 、 径 方 向 整 合 面 ９ ４ は 、 整 合 外 周 面 ８ ０ の 円 周 方 向 範 囲 全 体 に 沿 っ て  
延 在 す る 。 図 １ ３ を 参 照 す る と 、 工 具 ホ ル ダ １ ２ ２ の フ ラ ン ジ 付 き 構 成 に お い て 、 少 な く  
と も １ つ の 径 方 向 整 合 面 ９ ４ は 、 整 合 後 面 ８ ２ に 隣 接 す る こ と が で き る 。 少 な く と も １ つ  
の 径 方 向 整 合 面 ９ ４ は 、 少 な く と も １ つ の 径 方 向 整 合 面 ９ ４ が 仮 想 シ ャ ン ク 円 筒 体 Ｓ Ｃ の  
外 側 に 配 設 さ れ る よ う に 結 合 部 分 ７ ４ に 位 置 す る こ と が で き る （ 図 １ ３ を 参 照 ） 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
フ ラ ン ジ の な い 構 成 で は 、 整 合 外 径 Ｏ Ｄ Ａ は 、 シ ャ ン ク 外 径 Ｏ Ｄ Ｓ と 実 質 的 に 等 し く て よ  
い 。 フ ラ ン ジ 付 き 構 成 で は 、 整 合 外 径 Ｏ Ｄ Ａ は 、 シ ャ ン ク 外 径 Ｏ Ｄ Ｓ よ り 大 き く て よ い （  
即 ち 、 Ｏ Ｄ Ａ ＞ Ｏ Ｄ Ｓ ） 。 本 出 願 の 主 題 の い く つ か の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 整 合 外 径 Ｏ Ｄ Ａ
は 、 シ ャ ン ク 外 径 Ｏ Ｄ Ｓ の ２ 倍 よ り 大 き く て よ い 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
本 出 願 の 主 題 の い く つ か の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 整 合 前 面 ７ ８ は 、 少 な く と も １ つ の 前 向 き  
軸 方 向 支 持 面 ９ ６ を 含 む こ と が で き る 。 少 な く と も １ つ の 軸 方 向 支 持 面 ９ ６ は 、 少 な く と  
も １ つ の 駆 動 面 ９ ０ と 少 な く と も １ つ の 径 方 向 整 合 面 ９ ４ と の 間 で 軸 方 向 に 位 置 す る こ と  
が で き る 。 少 な く と も １ つ の 軸 方 向 支 持 面 ９ ６ は 、 少 な く と も １ つ の 駆 動 面 ９ ０ と 少 な く  
と も １ つ の 径 方 向 整 合 面 ９ ４ と の 間 で 径 方 向 に 位 置 す る こ と が で き る 。 少 な く と も １ つ の  
軸 方 向 支 持 面 ９ ６ は 、 平 坦 で あ り 、 ホ ル ダ 中 心 軸 Ｃ に 直 交 し て 向 け る こ と が で き る 。 少 な  
く と も １ つ の 軸 方 向 支 持 面 ９ ６ は 、 整 合 外 周 面 ９ ６ に 隣 接 す る こ と が で き る 。 整 合 前 面 ７  
８ は 、 厳 密 に １ つ の 軸 方 向 支 持 面 ９ ６ を 含 む こ と が で き 、 軸 方 向 支 持 面 ９ ６ は 、 整 合 前 面  
７ ８ の 円 周 方 向 範 囲 全 体 に 沿 っ て 延 在 す る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
本 出 願 の 主 題 の い く つ か の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 工 具 ホ ル ダ ２ ２ 、 １ ２ ２ は 、 穴 出 口 開 口 ９  
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８ ａ に お い て 駆 動 前 面 ８ ６ に 開 口 す る 雌 ね じ 穴 ９ ８ を 含 む こ と が で き る 。 雌 ね じ 穴 ９ ８ は  
、 以 下 で 説 明 す る よ う に 、 締 結 部 材 ６ ８ を 螺 入 す る た め の も の で あ る 。 本 出 願 の 主 題 の い  
く つ か の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 雌 ね じ 穴 ９ ８ は 、 ホ ル ダ 中 心 軸 Ｃ に 沿 っ て 延 在 す る 、 し た が  
っ て 、 中 心 に 位 置 す る こ と が で き る 。 被 駆 動 歯 ６ ０ は 、 穴 出 口 開 口 ９ ８ ａ 回 り に 配 置 す る  
こ と が で き る 。 雌 ね じ 穴 ９ ８ は 、 穴 後 方 入 口 開 口 ９ ８ ｂ を 有 す る 貫 通 穴 と す る こ と が で き  
る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
図 １ 、 図 ２ 及 び 図 １ ６ に 戻 る と 、 フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド ２ ４ は 、 締 結 部 材 ６ ８ に よ っ て 工 具 ホ  
ル ダ ２ ２ 、 １ ２ ２ に 解 放 可 能 に 締 め 付 け ら れ 、 回 転 フ ラ イ ス 工 具 ２ ０ の 組 立 て 状 態 を 形 成  
す る 。 図 １ ６ に 示 す よ う に 、 締 結 部 材 ６ ８ は 、 締 結 ヘ ッ ド １ ０ ０ と 、 締 結 ヘ ッ ド １ ０ ０ か  
ら 突 出 す る 雄 部 材 １ ０ ２ と 、 を 含 む 。 雄 部 材 １ ０ ２ は 、 雄 ね じ 部 １ ０ ４ を 含 む 。 本 出 願 の  
主 題 の い く つ か の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 締 結 部 材 ６ ８ は 、 単 一 の 一 体 化 構 造 を 有 す る 、 一 体  
に 形 成 さ れ る 保 持 ね じ １ ０ ８ と す る こ と が で き る 。 雄 ね じ 部 １ ０ ４ は 、 雄 ね じ 部 １ ０ ４ が  
非 連 続 的 で あ る よ う に 、 雄 ね じ 部 １ ０ ４ の 両 端 か ら 延 在 す る 少 な く と も １ つ の 非 ね じ 切 り  
部 分 １ ０ ６ を 含 む こ と が で き る 。 穴 後 方 入 口 開 口 ９ ８ ｂ は 、 少 な く と も １ つ の 非 ね じ 切 り  
部 分 １ ０ ６ を 介 し て 穴 出 口 開 口 ９ ８ ａ と 流 体 連 通 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 冷 却 流  
体 を 複 数 の 切 れ 刃 ３ ２ 上 に 誘 導 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
次 に 、 図 １ ３ 、 １ ４ 及 び １ ６ を 参 照 さ れ た い 。 回 転 フ ラ イ ス 工 具 ２ ０ の 組 立 て 状 態 に お い  
て 、 締 結 部 材 ６ ８ は 、 ヘ ッ ド 貫 通 凹 部 ４ ４ 内 に 位 置 し 、 雌 ね じ 穴 ９ ８ と 係 合 す る 。 特 に 図  
１ ４ 及 び 図 １ ５ を 参 照 す る と 、 少 な く と も １ つ の 被 駆 動 面 ５ ８ は 、 少 な く と も １ つ の 駆 動  
面 ９ ０ に 当 接 す る 。 少 な く と も １ つ の 径 方 向 調 心 面 ６ ２ は 、 少 な く と も １ つ の 径 方 向 整 合  
面 ９ ４ に 当 接 す る 。 本 出 願 の 主 題 の い く つ か の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 被 駆 動 歯 ６ ０ は 、 駆 動  
歯 間 隙 ９ ３ 内 に 位 置 す る こ と が で き る 。 少 な く と も １ つ の 軸 方 向 支 承 面 ６ ４ は 、 少 な く と  
も １ つ の 軸 方 向 支 持 面 ９ ６ に 当 接 す る こ と が で き る 。 締 結 部 材 ６ ８ は 、 少 な く と も １ つ の  
締 付 け 面 ６ ６ に お い て フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド ２ ４ を 締 め 付 け 当 接 す る こ と が で き る 。 締 結 部 材  
６ ８ （ 特 に 締 結 ヘ ッ ド １ ０ ０ ） は 、 前 方 向 Ｄ Ｆ に お い て 、 ヘ ッ ド 前 平 面 Ｐ Ｆ を 越 え て 延 在  
す る こ と が な い 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
回 転 フ ラ イ ス 工 具 ２ ０ の 組 立 て 位 置 に お い て 、 フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド ２ ４ 及 び 工 具 ホ ル ダ ２ ２  
、 １ ２ ２ は 同 軸 で あ る 。 言 い 方 を 変 え れ ば 、 ヘ ッ ド 中 心 軸 Ｂ 及 び 工 具 中 心 軸 Ｃ は 、 工 具 中  
心 軸 Ａ と 一 致 す る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
次 に 、 フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド １ ２ ４ を 有 す る 切 削 工 具 １ ２ ０ を 示 す 図 １ ８ を 参 照 さ れ た い 。 複  
数 の 切 れ 刃 １ ３ ２ は 、 フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド １ ２ ４ に 解 放 可 能 に 取 り 付 け ら れ る 個 別 の 切 削 イ  
ン サ ー ト １ １ ０ 上 に 形 成 さ れ る 。 フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド １ ２ ４ は 、 正 面 フ ラ イ ス 切 削 作 業 に 適  
す る 正 面 フ ラ イ ス 切 削 工 具 １ ２ ０ を 形 成 す る こ と が で き る 。 切 削 イ ン サ ー ト １ １ ０ は 、 単  
軸 列 内 に 配 置 す る こ と が で き る 。 フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド １ ２ ４ に お い て 、 有 効 切 れ 刃 は 、 フ ラ  
イ ス ・ ヘ ッ ド １ ２ ４ の 外 周 の 軸 方 向 範 囲 全 体 に わ た り 連 続 的 に 延 在 し な い 。 フ ラ イ ス ・ ヘ  
ッ ド １ ２ ４ の 有 効 切 れ 刃 長 さ は 、 フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド １ ２ ４ が 回 転 方 向 Ｒ で 回 転 し 加 工 物 に  
進 入 し た 際 の 加 工 物 内 に 切 削 さ れ る 深 さ を 画 定 す る 。 そ の よ う な フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド １ ２ ４  
は 、 上 記 フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド と 同 様 に 、 フ ラ イ ス ・ ヘ ッ ド １ ２ ４ が 適 切 な 被 駆 動 歯 を 備 え る  
限 り 、 上 記 （ 即 ち 、 フ ラ ン ジ 付 き 構 成 又 は フ ラ ン ジ の な い 構 成 を 有 す る ） 工 具 ホ ル ダ １ ２  
２ 、 ２ ２ と 同 様 の 工 具 ホ ル ダ に 解 放 可 能 に 取 り 付 け で き る こ と に 留 意 さ れ た い 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
図 １ ６ 及 び 図 １ ８ の そ れ ぞ れ に 示 す 回 転 切 削 工 具 ２ ０ 、 １ ２ ０ 、 並 び に 回 転 切 削 工 具 ２ ０  
、 １ ２ ０ を 備 え る 工 具 ホ ル ダ １ ２ ２ （ 図 １ １ ～ 図 １ ３ に 示 す 、 即 ち 、 フ ラ ン ジ 付 き 構 成 を  
有 す る ） は 、 例 え ば 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す （ 即 ち 、 フ ラ ン ジ の な い 構 成 を 有 す る ） 工 具 ホ ル  
ダ ２ ２ と は 反 対 の 回 転 方 向 で 回 転 す る こ と に 留 意 さ れ た い 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
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本 出 願 の 主 題 は 、 あ る 程 度 の 詳 細 ま で 説 明 し て い る が 、 以 下 で 請 求 す る 本 発 明 の 趣 旨 又 は  
範 囲 か ら 逸 脱 す る こ と な く 様 々 な 代 替 形 態 及 び 修 正 形 態 を 行 い 得 る こ と を 理 解 さ れ た い 。
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ ａ 】
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【 図 ８ ｂ 】 【 図 ８ ｃ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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【要約の続き】
な平面（ＰＦ、ＰＲ）をそれぞれ画定し、平面（ＰＦ、ＰＲ）の間に、少なくとも１つの被駆動面（５８）及び 
少なくとも１つの径方向調心面（６２）の両方が配設される。
【選択図】図２


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	search-report
	overflow

